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例　言

１　本書は、静岡県浜松市西区伊左地町地内において実施した石ノ塔古墳の発掘調査報告書であ

る。

２　発掘調査は、土砂採取工事に先立ち実施した。現地の発掘調査作業、整理等作業および報告書

刊行は、事業主体である湖東建材株式会社からの依頼を受けて、浜松市教育委員会（浜松市市

民部文化財課が補助執行）が実施し、浜松市から委託を受けた株式会社シン技術コンサルが実

務を補佐した。調査にかかわる費用は、湖東建材株式会社が負担した。

３　発掘調査の面積と期間は、以下のとおりである。

　　調査面積　　942 ㎡

　　調査期間　　現地調査　令和 2 年（2020）11 月 25 日～令和 3 年（2021）3 月 26 日

　　　　　　　　整理期間　令和 3 年（2021） 7 月 14 日～令和 4 年（2022）3 月 25 日

４　現地調査は、鈴木京太郎（浜松市市民部文化財課）が担当し、中里正憲（株式会社シン技術コ

ンサル）が実務を補佐した。整理作業は、井口智博（浜松市市民部文化財課）が担当し、福嶋

正史（株式会社シン技術コンサル）が実務を補佐した。

５　本書の執筆は、第１章１、第５章を井口が、第３章を楠　賢司・増田俊明・酒井瑞帆・牛島咲

季（静岡大学）が行い、その他を福嶋が行った。現地における写真撮影は、鈴木と中里が担当

し、出土遺物の写真撮影は福嶋が行い、集合写真の一部を井口が行った。本書の編集は、井口

が担当し、福嶋が実務を補佐した。

６　金属製品の保存処理は、株式会社東都文化財研究所が行った。

７　調査にかかわる緒記録及び出土遺物は、浜松市市民部文化財課が保管している。
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凡　例

１　本書で用いる座標は世界測地系に基づく。方位（北）は座標北、標高は海抜高である。

２　本書で扱う横穴式石室にかかわる用語については、第８回東海考古学フォーラム三河大会の概

念規定（小幡早苗・近藤美紀　2001「横穴式石室用語の定義」『東海の後期古墳を考える』東

海考古学フォーラム三河大会実行委員会　三河古墳研究会）を援用した。なお、左右側壁の呼

称は奥壁側からみた場合のものである

３　本書では出土土器の編年観については鈴木敏則による遠江編年（鈴木敏則　2001「湖西窯古墳

時代須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』第５分冊 補遺・論考編 東海土器研究

会）を用いた。

４　本書で使用する古墳関連以外の遺構の略号は以下の通りである。

　　　SK：土坑　SP：小穴

５　遺物番号は遺物の種別にかかわりなく連番を付した。

６　本書で報告する遺物の断面と種別の関係は以下の通りである。

　　　　　　土師器　　　　　須恵器　　　　　灰釉陶器・山茶碗類　　　　　石器・金属製品

７　本文中の引用文献等の表記については、以下のように略す。

　　　浜松市博物館→浜市博　教育委員会→教委　財団法人 浜松市文化協会→浜文協

　　　財団法人 浜松市文化振興財団→浜文振　　   浜松市遺跡調査会→浜遺調

　　　静岡県埋蔵文化財調査研究所→静文研
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第１章　序　論

１　調査に至る経緯

　石ノ塔古墳は、浜名湖東岸の浜松市西区伊左地町に所在する古墳である。浜名湖に流入する伊佐

地川流域の小河川に面した、三方原台地西端の段丘上に立地しており、古墳の周囲は畑地と荒蕪地

となっているが、浜名湖を遠望できる位置に築造されている。

　石ノ塔古墳は 1963 年作成の浜松市埋蔵文化財包蔵地台帳に登録が確認できることから、この頃

までには存在が認識されたものと考えられる。浜名湖東岸地域においては、西区深萩町から呉松町

一帯に広がる根本山の山頂及び山麓に、根本山古墳群や深萩古墳群等の群集墳が築造され、区内で

は屈指の古墳密集地帯となっているが、石ノ塔古墳の立地する伊佐見地区周辺は、古墳の分布が散

発的で、単独ないし数基で構成される小規模な古墳群を形成している。石ノ塔古墳も近傍に他の古

墳は見当たらず単独立地の古墳と捉えられて来た。

　浜名湖東岸地域の三方原台地西端の段丘は、良質の土砂が採取できる場所として、従前から各所

で土砂採取が実施されて来た。石ノ塔古墳の立地する段丘においても南側から継続的に土砂採取が

実施されて来たが、採取範囲の拡張により工事範囲内の埋蔵文化財の取り扱いが課題となった。事

業者である湖東建材株式会社からの依頼を受け、2019 年に土砂採取工事範囲内に含まれる石ノ塔

古墳及び小伊左地平Ⅰ遺跡の残存状況について確認調査を実施した結果、小伊左地平Ⅰ遺跡の範囲

内においては遺構や遺物が確認できなかったものの、石ノ塔古墳については横穴式石室が天井石も

含めて良好な状態で残存していることが判明した。

　確認調査の結果を受け、石ノ塔古墳が良好な状態で横穴式石室が残存する市内で数少ない古墳で

あることが明らかになったことから、古墳の現地保存について事業者と協議を重ねたが、土砂採取

工事の実施と古墳の保存の両立は困難と判断し、記録保存のための本発掘調査を 2020 年 11 月から

実施することになった。

　2020 年度の現地発掘調査及び 2021 年度の整理・報告作業は、浜松市教育委員会（浜松市市民部

文化財課が補助執行）が行い、実務を株式会社シン技術コンサルが実施した。調査面積は約 942 ㎡

である。

石ノ塔古墳

0 100 km0 400 km

Fig.1　石ノ塔古墳の位置
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２　本発掘調査の方法と経過

（１）調査方法

　調査区の設定　本発掘調査にあたり、国家座標に基づいて 10 ｍ間隔のグリッドを設定した。原

点は調査区の北西にある X=-137,990，Y=-77,190 とし、南へ 100 ｍ、東へ 60 ｍの範囲で東西にアル

ファベット A ～ F、南北にアラビア数字１～ 10 を付した（A- １～ F-10）。この範囲で現存する墳

丘を中心に約 25 ｍ四方の調査範囲を設定し、さらに南方向で耕作が及んでいない長さ約 27 ｍ×幅

約 10 ｍの範囲を調査対象として加え、延べ面積 942.3 ㎡を調査区として設定した。

　地形測量　調査地周辺は畑地、荒蕪地であり、墳丘は篠と雑草が生い茂っていた。墳丘南には簡

易作業小屋の廃屋が残存していたものの、それを除いて測量の支障になる樹木等はなかったため、

雑木類を伐採する前に現状の地形測量を行った。その結果、墳丘中央部は比較的良好に構築当時の

姿をとどめていると思われるものの、縁辺は全周にわたって削平されて、形状が乱れていることが

明らかとなった。また、周溝や墓道、さらには石室周辺における後世の撹乱孔の有無や位置も判然

としなかった。前庭部側壁か閉塞石と思われる石材が墳丘南南東裾で露出していたため、石室のお

およその位置と主軸方向が推定されていたが、測量の成果からは明確に看取できなかった。調査区

は全体に北から南へ傾斜しており、比高差は約 1.1 ｍを測る。東西方向は、調査区中央付近が最も

高く、緩やかに東西両側へ傾斜する。調査区東端で、中央との比高差は約 0.6 ｍ、西端では 0.4 ｍ

を測る。

　表土掘削　調査対象地の表土および流土は重機（バックホー）を用いて除去した。墳丘は表土除
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去前に表面を清掃し、石室の位置と方向を改めて確認した上でベルトを設定し、人力で表土を除去

した。墳丘以外の場所では表土・耕作土の厚さは 20 ～ 40cm で、表土下にはにぶい黄橙色粘質土（基

本土層Ⅲ層）が検出された。墳丘中央部を除き、調査区全体に近～現代の撹乱部が多く、遺構検出

面積は大きくなかった。墳丘周囲は四方に簡易的な地境杭が打設されており、杭間には溝状の撹乱

が検出された。

　遺構検出　遺構検出は鋤簾を用いて人力で行った。遺構確認面は基本土層Ⅲ層のにぶい黄橙色粘

質土で、撹乱や遺構はそれよりやや暗い、または黒い覆土が堆積していたため検出は比較的容易で

あった。ただし、近世以前の明らかに遺構と判断できるものは調査区南半には認められなかった。

当初、古墳周溝・墓道も表面精査では検出できなかったため、トレンチを掘削して断面で周溝・墓

道の有無を確認、その後に周囲を再精査してそれらを検出することとした。また、併せて古墳周囲

の溝状の撹乱部を掘削し、その底面で周溝・墓道、およびその他遺構の検出に努めた。これらの作

業の結果、墳丘の南半においては周溝・墓道が検出されたものの、墳丘北半では周溝は検出でき

ず、残存していないものと判断せざるを得なかった。なお、墳丘トレンチ掘削と表面精査によって

撹乱坑範囲が確認でき、石室羨道から前庭にかけて少なくとも天井部が壊されていることが想定さ

れた。

　墳丘調査　墳丘は、表土を除去した後に石室主軸方向、および直交方向に改めてトレンチを設定

し、盛土除去に先立って掘削した。その後、土層断面で確認された盛土の状態に基づいて表土～２

次墳丘～１次墳丘～区画帯・墓壙の掘削を行い、各段階で形状を測量し、断面図を作成した。墳丘

掘削に際してはトレンチに沿って「」形にベルトを残し、盛土の断面を常に確認するとともに写真・

図面で記録を行った。墳丘は最終的に完全に盛土を除去し、構築以前の旧地表面を露出させた。旧

Fig.4　墳丘掘削作業 Fig.5　石室床面検出作業

Fig.6　3D データ作成用写真撮影 Fig.7　現地説明会
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地表面でも測量を行い、形状を記録した。

　石室調査　石室は、墳丘トレンチ掘削時に天井石上面を確認し、併せて墳丘断面で撹乱坑と崩落

範囲を確認した。２次墳丘検出の後、墳丘掘削と並行して羨道～前庭を壊している撹乱坑を掘削し、

天井と側壁上部が崩落していること、閉塞石がほぼ除去され床面まで土砂で埋没していることを把

握すると同時に玄室内部にも流入土が厚く堆積していることを確認した。玄室は天井・側壁・床面

が完全に遺存し、側壁が大きく内傾しているため、壁体・天井崩落防止の支保工を施した。その後、

１次墳丘の検出と記録作業が終了した段階で天井石周辺を精査し、天井の残存範囲を確定した。こ

の状態で、石室検出状態の三次元計測を行った。石室内の掘削は１次墳丘の下部掘削と並行して行

い、羨道部から玄室側へ流入土の掘削を行い、石室全面で床面ちかくまで土砂を排出した。石室内

の土砂は崩落防止のために完全には除去せず、若干量を残置した。その後さらに支保工を強化、区

画帯の検出と記録後、区画帯掘削と並行して天井石を撤去し、残った堆積土の掘削を進めた。床面

を検出するとともに壁体裏込め上部を除去し、壁面・床面を主体に石室内面の三次元計測を行った。

計測後に壁体解体を開始し、床面をさらに精査して残存遺物を検出した。墳丘下の旧地表面検出に

伴い、裏込め土下部の掘削と壁体の解体を進め、床面下も墓壙埋土の掘削を行った。最終的に石材、

埋土すべてを除去して墓壙底面を検出し、石室の調査を完了した。

　図面作成　墳丘と墓壙の図面は、平面図・断面図ともにトータルステーションと電子平板を使用

して計測し、作図した。墓道・周溝、土坑と小穴についても同様である。石室の図面のうち、天

井平面図は UAV で撮影した垂直写真からオルソ画像を生成し、三次元計測で得られた点群データ

とあわせて図化した。石室内面は天井石撤去後に手持ちで撮影したデジタル写真から Structure from 

Motion（SfM）手法によって三次元データを作成し、それを基に、トータルステーションで計測し

たデータを補完的に使用して二次元的図面を作成した。本書で掲載した石室図面のうち、展開図

（Fig.18）に使用した平面・立面図と石室断面図（Fig.20）は三次元データから生成されたオルソ画

像と三次元点群データを利用して作成したものである。なお、遺物出土状況図については、デジタ

ルカメラで撮影した単写真から生成したオルソ画像を基に作図した。

　写真撮影　写真撮影は、銀塩フィルムを用いて行った。銀塩フィルムは、モノクロフィルムとカ

ラーリバーサルフィルムの双方を用い、カメラは 6 × 7 判を主体に、35mm 判一眼レフを補助的に

使用した。35mm 判はモノクロフィルムのみ撮影した。また、石室内の写真撮影に 4 × 5 判を使用

した。加えて、銀塩フィルムで撮影したカットすべてと補足的な写真を、画素数約 2,000 万画素の

フルサイズセンサー搭載デジタル一眼レフカメラ（Canon EOS ５D Mk.II）で撮影した。なお、調査

期間を通じて毎日、墳丘・石室の調査状況を定点から上記デジタルカメラで撮影した。

　空撮はデジタルカメラのみで行い、画素数約 5,000 万画素のフルサイズセンサー搭載デジタル一

眼レフ（Canon EOS ５Ds）を使用した。現地は航空自衛隊浜松基地近傍で UAV 飛行に関して高度

等に規制があったため、画角や撮影方向に制限が生じた。

（２）調査経過

　発掘調査　2020 年度の現地調査は、2020 年 11 月から人員、資材の手配等の準備を行った。休憩・

道具類保管のためのプレハブや駐車場は古墳北方の工事予定区画内に設営し、調査に伴う排土仮置

き場も同じく工事区画内の南部に設定した。11 月 24 日に現地に資器材を搬入し、翌 11 月 25 日か

ら調査を開始した。現地に測量基準点を設け、現況の地形測量を行うことから始め、併行して雑木

の伐採を行った。測量結果から以後の調査工程を決定し、12 月 1 日に調査範囲設定、12 月 2 日か
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１　調査前

５　１次墳丘

２　伐採後

６　石室検出

３　表土除去

７　墓壙掘削

４　２次墳丘

８　調査終了

Fig.8　定点観測写真
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ら重機による表土除去を開始した。同日作業員による作業も開始し、調査区内にあった作業小屋の

残骸を撤去した。

　遺構調査は墳丘以南から行い、確認面を精査して遺構の有無を確認した。この結果、墳丘周辺以

外には遺構が存在しないことが判明したため、以後の作業は墳丘、埋葬施設、および墓道・周溝調

査に注力した。表土を除去し、撹乱部埋土を掘削して２次墳丘の検出を進め、12 月 15 日に２次墳

丘検出を終了した。墓道・周溝等の検出と掘削を行いつつ、12 月 23 日に第１回目の UAV による

空撮を行い、その後２次墳丘の掘削を開始した。

　2021 年 1 月 15 日に１次墳丘の検出を終了。写真撮影と測量作業を行った後に区画帯までの掘削

作業を開始した。区画帯を検出して天井石を露出させた状態で 2 月 1 日に第２回目の空撮を行った。

その後天井石を撤去し、区画帯掘削と旧地表面検出作業を開始するとともに石室床面の精査を進め

た。

　墳丘掘削と石室調査が半ばまで進捗した 2月 13日に、周辺住民を対象とした現地説明会を開催し、

約 400 名が参加した。

　2 月 19 日からは墓壙の掘削と、併行して側壁・奥壁の解体を開始し、2 月 25 日に基底石まで露出、

同日第３回目の空撮を行った。墳丘下の旧地表検出作業を 3 月 3 日から行い、3 月 4 日からは石室

床下の掘削を開始した。3 月 5 日に墓道確認のため調査区を一部東へ拡張、墓道が東へ延長するこ

とが確認されたため石室調査と並行して墓道の掘削を行った。

　3 月 10 日に墳丘下旧地表面で検出された遺構を掘削、翌 11 日に石室床下を完掘し、記録作業を

行って屋外での掘削・調査作業を終了した。なお、3 月 3 日から 16 日にかけて屋外作業と並行し

て石室床面掘削に伴う排土を篩がけし、微細遺物の回収を行った。3 月 17 日に調査器材の撤収を

行い、その後、各種台帳と図面・写真を整理して 3 月 26 日にすべての作業を終了した。

　整理作業　整理作業は、遺物の水洗・注記作業を現地調査と並行して 2021 年 3 月に行った。以

後の遺物整理・報告書作成作業は、遺物接合・復元作業を 2021 年 7 月～ 9 月に、遺構図面の編集

作業を同じく 7 月～ 11 月に、報告書執筆、編集、および報告書刊行までの作業を 2022 年 3 月まで

の間に、整理作業を受託した株式会社シン技術コンサル北関東支店で実施した。なお、金属製品の

保存処理を 2021 年 7 月から 12 月までの間に実施している。

調査参加者

現地調査　石岡幸、伊藤忠雄、伊藤均、影山文子、北野恵子、纐纈鉱治、小林俊海、佐藤政治、

鈴木清、須部公夫、辻健治、長谷川房枝

整理作業　池田敏雄、伊藤澄代、今村彩貴、河手美綾子、木村真弓、佐藤久美子、鈴木幸見、

芹澤清八、田島直美、畠中朋、馬淵恵美子、六反田達子

Fig.8　定点観測写真
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３　遺跡をめぐる環境

（１）地理的環境

　石ノ塔古墳が所在する静岡県浜松市西区伊左地町は、浜名湖北東部の庄内湖沿岸にあって、三方

原台地西端近くの一角を占める。周辺は基本的に平坦であり、浜名湖沿岸近くに同湖にそそぐ大小

の河川によって開析された谷が複雑に発達している。このため、浜名湖沿岸は見かけ上丘陵地とし

ての性格を有している。伊左地地域は、中央に伊左地川が南西に流下し、北方には和地大谷川と合

流した花川が同じく南西流して浜名湖にそそぐ。現在は離れている両河川であるが、縄文時代～奈

良時代に庄内湖がまだ陸地であったころには合流して南西流していたと考えられる。本古墳がある

のは花川・伊左地川両河川に挟まれた河岸段丘上で、両河川流域では最も標高の高い一帯で、海抜

36 ｍ前後を測る。本来的には伊左地川の河岸段丘面であるが、支流の小伊左地川による開析谷が

入り込んでおり、その段丘崖近くに立地している。花川からは約 600ｍ、伊左地川からは約 1km離れ、

段丘のため両河川を望むことはできないが、南西方向にある浜名湖を遠望する。本古墳は伊左地川

からみると第二段丘面に位置し、南の段丘崖下には第一段丘面が広がる。本古墳南約 400 ｍの第一

段丘上に小伊左地川が流れている。

　周辺一帯の地質は花崗岩を基盤としており、その上に 20 ～ 30cm の表土、旧耕作土が堆積して

いる。基盤層は、調査地に設けた基本層序トレンチで観察した限りではかなり風化が進んだ印象で

ある。

（２）歴史的環境

　縄文時代以前　旧石器時代では三方原台地西端の花川右岸丘陵地に位置する黄金遺跡で旧石器が

発見されており、当時の生活圏となっていたことが明らかである。縄文時代の遺跡は、調査された

数は少ないながらも多くの地点で遺物が確認され、その多くは浜名湖沿岸の丘陵地に集中してい

る。本古墳周辺一帯も縄文時代遺物が採集されたことから小伊左地平Ⅰ遺跡（18）として周知され

ており、本調査でも縄文時代の石器が出土している。南方には小伊左地平Ⅲ遺跡（20）が、小支谷

を挟んだ東方には小伊左地平Ⅱ遺跡（17）があり、これらも縄文時代の遺跡である。北方の道路を

挟んだ畑地には石ノ塔遺跡（16）があり、発掘調査が行われて縄文時代後期の遺物が出土している

（浜文協 2003）。その他谷田平遺跡（７）では石鏃とともに窯状遺構が（教委 1980）、伊左地川を挟

んだ南岸段丘上に位置する仮屋坂遺跡（23）では縄文時代前期の建物跡が検出されている。遺構が

検出された遺跡は少数であるが、伊左地川沿いでは法ヶ崎遺跡（27）、寅谷遺跡（25）、花川沿いで

は薬師平遺跡（29）、湖東町向平遺跡（37）、北方丘陵地で三ッ塚遺跡（33）、迎平Ⅰ・Ⅱ遺跡（43・

44）などが縄文時代遺跡として周知される。なお、図外になるが北方 3.5km 程の花川町内や南東約

4km の神ケ谷町からは縄文時代草創期の石器が出土しており、本地域への進出と生活がこのころか

ら開始されたことを示している。佐鳴湖北方にある竜門池遺跡は縄文時代前期の、東方の丘陵にあ

る蜆塚遺跡は縄文後・晩期の集落遺跡として著名であり、浜名湖東岸では全時期を通じて安定して

縄文時代の遺跡が存在している。

　弥生時代　弥生時代では、浜松市全域で前期から遺跡が確認されており、三方原台地北部、遠州

灘沿岸、天竜川沿岸に多くの遺跡が展開している。本古墳周辺では、調査事例が少なく様相が不

明な点が多いが、それでも比較的早い段階から人々が進出し、以後継続して生活していたと考え Fig.9　石ノ塔古墳周辺の遺跡分布
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番号 遺跡名 番号 遺跡名 番号 遺跡名 番号 遺跡名

1 石ノ塔古墳 2 谷田遺跡 3 ヲバツ遺跡 4 木切田遺跡

5 谷田平Ⅱ遺跡 6 千部経遺跡 7 谷田平遺跡 8 助代遺跡

9 大道遺跡 10 佐浜町中平Ⅱ遺跡 11 佐浜町中平Ⅰ遺跡 12 後遺跡

13 佐浜町白山神社古墳 14 庄Ⅱ遺跡 15 庄Ⅰ遺跡 16 石ノ塔遺跡

17 小伊左地平Ⅱ遺跡 18 小伊左地平Ⅰ遺跡 19 山王遺跡 20 小伊左地平Ⅲ遺跡

21 熊野平遺跡 22 河岸遺跡 23 仮屋坂遺跡 24 遠見塚遺跡

25 寅谷遺跡 26 法ヶ崎古墳群 27 法ヶ崎遺跡 28 大山寺旧境内遺跡

29 薬師平遺跡 30 宮の平古墳群 31 高十遺跡 32 三ッ塚古墳群

33 三ッ塚遺跡 34 大堀遺跡 35 和地古墳群 36 正言寺平遺跡

37 湖東町向平遺跡 38 東名北遺跡 39 津島神社遺跡 40 老ヶ谷遺跡

41 長塚遺跡 42 亀塚古墳 43 迎平Ⅰ遺跡 44 迎平Ⅱ遺跡

45 築地遺跡

1

2

16 17

18 19
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2324

25
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34
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Fig.9　石ノ塔古墳周辺の遺跡分布
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られる。前述の寅谷遺跡では水神平式土器が出土しており、この地の開発が前期に遡る可能性を

示す。北西約 350 ｍには中期後葉～後期の墓壙、溝が検出された谷田遺跡（２）が広がる（浜遺調

1983）。建物跡等は見つかっていないものの、伊左地川対岸の下位段丘面にある法ヶ崎遺跡で確認

された集落跡（教委 2001）と併せて、中期後半から後期にかけての生産域及び集落の存在をうか

がわせる遺跡である。

　古墳時代　本地域の古墳時代前期～中期の遺跡は後期に比して僅少で、当時の様相は不詳であ

る。市域西部では、前期首長墓と目されるのは井伊谷地域の北岡大塚古墳、馬場平古墳の２墳で、

前者は前期前半の前方後方墳、後者は前期末葉の前方後円墳である。なお、馬場平古墳の南方に築

造される馬場平３号墳が、馬場平古墳と同時期である可能性がある（教委 2020）。この時期の集落

遺跡は井伊谷盆地に集中している。一方で伊左地・和地地域では、前期古墳は確認されておらず、

集落遺跡もごく少数である。谷田遺跡で前期の土坑、溝が検出されているが、それ以外では調査事

例がなく、遺物出土もほとんど報告されていない。

　中期では、都田川流域で首長墓とみなされる古墳の築造や大規模集落が形成されるのに対して、

花川・伊左地川流域では古墳は確認されていない。集落遺跡は、法ヶ崎遺跡で中期・後期の竪穴建

物が検出されている。

　後期になると、後期前半に庄内半島根元に亀塚古墳（42）が築造される。本古墳から北西約 2.0km

にあり、淡輪系埴輪を有する前方後円墳であることが知られていたが、近年測量調査と現地踏査が

実施され、全長 24 ｍで６世紀前葉（TK10 型式）の築造であることが確認された（教委 2019）。伊

左地川流域では、前述の法ヶ崎遺跡範囲内に法ヶ崎古墳群（26）が造営され、本古墳近傍でも南方

の熊野平遺跡（21）地内の現熊野神社裏に１基、本古墳北方に１基の古墳があったらしいとの記録

もあるが（教委 1963・1964）、現在では墳丘は確認できない。北方の花川沿いでは、河岸段丘縁辺

に宮の平古墳群（30）、また小支谷で分断された丘陵上に和地古墳群（35）が造営される。それぞ

れの近傍には高十遺跡（31）、正言寺平遺跡（36）があり、これらは後期集落と推定される（浜文

協 1988）。

　図外では北西約 2km の丘陵上に火穴山古墳を含む深萩古墳群、そしてその西方根本山に 150 基

以上の古墳で構成された根本山古墳群が存在する。本古墳から根本山古墳群までの距離は約 2.5km

を測る。これらの他、単独で存在する古墳として本古墳から西方約 1.6km の浜名湖沿岸に立地する

佐浜町白山神社古墳（13）があるが、湮滅した古墳群の残滓と看做すべきものであろう。なお、本

古墳近傍では、母集団と推定できる当該期の集落遺跡は確認されていないが、下に述べる赤坂郷の

前身となる集落があった可能性は考えられる。

　古代以降　古代では、本地域を含む浜松市域西部から浜名湖東岸までは遠江国敷智郡に含まれて

いたと考えられている。平安期の『和名類聚鈔』によると郡内には 11 郷があり、そのうち赤坂郷

が本古墳のある伊左地町西部に比定されている。地内には「赤坂（平）」の地名が現存しており、

その周辺は集落の立地に適した平坦地が広がっている。本古墳周辺は、地理的環境でも述べたよう

に谷が入り組んでいるため集落地とは考え難いが、調査に伴って灰釉陶器椀、山茶碗破片が出土し

ていることから、古代から中世にあっても生活圏内であったことが想定される。これは、谷田遺跡

で平安期から中世にかけての掘立柱建物跡が検出されていることからも裏付けられる。なお、本古

墳南の伊左地川沿いに位置する河岸遺跡（22）では、出土した８世紀前半期の須恵器に「井手」の

墨書が認められ、当該地を赤坂郷に比定できる可能性とともに、集落形成が奈良時代に遡る可能性

が推定されている（教委 1980）。
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第２章　調査成果

１　墳　丘

（１）墳丘の状況

　調査前の墳丘　本古墳の墳丘は、試掘調査の結果から比較的良好に残存していることが判明して

おり、また、一部壊されているものの周溝の存在も確実視されていた。石室は天井が残存すること

と、開口部方向が南南東であることが確認されている。調査開始以前の墳丘状況は雑木、雑草、竹

が繁茂していたため、全体形状は正確には把握できなかった。墳丘、および周囲を伐採したとこ

ろ、墳丘の東西南北それぞれの墳裾が直線的に削平され、墳丘平面形は長方形を呈することが判明

した。長辺は約 10 ｍ、短辺は約 8 ｍである。また、周溝・墓道についても最近のものとみられる

浅い溝によって想定以上の部分が壊されているらしいことが確認された。墳丘頂部と周囲地表との

高低差は 1.90 ｍ程あり、比較的良好な遺存状況であったが、墳丘南側では表面に不自然なくぼみ
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Fig.10　調査前現況図
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基本層序
Ⅰ　灰黄褐色粘質土　表土(耕作土層)

Ⅱ　明黄褐色粘質土（旧耕作土）

Ⅲ　にぶい黄橙色粘質土（地山）

Ⅳ　明赤褐色粘質土（2～3㎝大の円礫を少量含む）

Ⅴ　明赤褐色粘質土（1～4㎝大の円礫を多量含む）

Ⅵ　明黄褐色砂質土（2～10㎝大の円礫を多量含む）
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Fig.11　調査区全体図
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が認められ、石室がある程度後世の撹乱を受けていることが推定された。撹乱は墳丘全体の形状を

損なうものではなく、墳丘表面や周辺地表で石室構築材の散逸がみられなかったことから、破壊の

程度は大きくなく、石室はある程度旧態を保っていることが想定されたものの、全体の遺存状態は

窺うことができなかった。なお、墳丘南に隣接して作業小屋の廃墟が残っており、それを撤去した

ところ地ならしが行われた地表面に石室構築材を転用したと思われる礫が敷かれていた。 

　墳丘断面　墳丘表面の踏査と周囲の精査の結果、石室、および開口部の位置と方向がほぼ特定で

きたため、主軸に沿って土層確認用のベルトを設定した（A-A’）。確認のためのトレンチ掘削は行

わなかった。主軸に直交するベルトは墳丘頂部を交点とするもの（B-B’）と石室羨道部を交点と

するもの（C-C’）の二本を設定し、のちに墳丘北西にもう一か所追加した。これらのベルトで観

察された土層断面から、墳丘が墳裾を除いて比較的良好に遺存していること、逆に墳裾端が削平さ

れていることが明らかとなった。周溝・墓道は墳丘南側でわずかに残存していることが明らかとなっ

たが、それ以外の場所では確認することができなかった。

　墳丘断面では、断面 B-B’、断面 C-C’、北西トレンチ断面のいずれでも区画帯、１次墳丘、２次

墳丘が明瞭に判別できた。断面 A-A’では撹乱範囲が広く、区画帯は検出できなかった。墳丘表面

に堆積した表土は平均して薄く、現地表下数センチで２次墳丘を検出した。２次墳丘断面では比較

的広い範囲に同じ土が盛られていることが確認され、対称的に１次墳丘は壁体の石材とともに少量

ずつ土を盛った様相が明瞭に判別できた。区画帯は場所によって規模が著しく異なり、本古墳築造

上の特徴となっている。墳丘下位には旧地表土が約 5 ～ 10cm の厚さで堆積し、その下が黄橙色粘

質土の地山となっている。旧地表面はほぼ水平、かつ、平坦で、東側が西側に比べて薄いことから

墳丘築造に際して整地作業が行われた可能性を考えることができる。墓壙は旧地表面から掘り込ま

れ、底面に基底石を置き、壁体を立ち上げるとともに石室床面に薄く土を貼り、その上に床石を敷

いている。

　なお、主軸方向断面（A-A’）では、羨道部天井石が抜き取られ、羨道から玄室にかけて石材破

片混じりの土砂が２次的に堆積している様相が確認できる。

（２）２次墳丘

　墳　丘　墳丘全体で表土を除去して２次墳丘を検出した。南北の裾端部が大きく削平されている

のに加え、標高値や土層断面から判断すると特に東半で表面が大きく削平されている様子である。

土層断面が確認できた東西方向の土層断面図 B-B’では、区画帯の外側まで１次墳丘全体を覆って

にぶい黄褐色粘質土～灰黄褐色粘質土を一括して盛る。石室の東西で厚さの違いが大きく、墳丘表

面が削平されていることを勘案しても、墳丘を対称形に整形している様相が看取できる。東側では

墳頂～区画帯まで平均して厚さ約 30cm、墳裾付近で厚さ約 17cm であるのに対して、西側では厚

さ最大約 70cm を測り、大量の盛土を施して墳丘西側の歪みを矯正したことを示している。これに

より、完成時の平面形はほぼ円形を呈していたと推定される。

　墳丘の規模　東西南北ともに墳裾が撹乱されているため正確な規模は不明であるが、残存してい

る２次墳丘は石室中央から東端まで約 5.6 ｍ、同じく西端まで約 6.7 ｍあり、東西墳丘径は少なく

とも約 13.4 ｍ以上である。２次墳丘頂部までの高さは、西側現地表面から 1.86 ｍを測り、墳丘下

旧地表面からは 1.82 ｍを測る。現地表面のほうが下位にあるのは、後世の耕作や撹乱によって旧

地表面も含めて削平されたためである。

　小　穴　２次墳丘検出時に、墳丘表面から小穴２基を検出した（SP01・02）。ともに不正円形で、Fig.11　調査区全体図
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墳丘南北トレンチA-A’断面
表土
 A 表土
 B 灰黄褐色粘質土（崩落土）

 C にぶい黄褐色粘質土
 D 黒褐色粘質土（旧表土ブロック主体）

 E にぶい黄褐色粘質土（墳丘崩落土）

 F にぶい黄褐色粘質土（黒褐色土ブロック含む　盛土）

 G にぶい黄褐色粘質土（墳丘崩落土）

 H にぶい黄褐色粘質土（炭化物微量含む　盛土）

 I にぶい黄褐色粘質土（黄褐色土ブロック含む　流入土）

 J 黄褐色粘質土（炭化物を微量、小礫を含む　流入土）

 K にぶい黄褐色粘質土（しまりなし　流入土）

 L にぶい黄褐色粘質土（しまりなし　崩落土）

 M 黒褐色粘質土（炭化物少量、焼土少量、黄褐色ブロック含む）

２次墳丘
 a にぶい黄褐色粘質土主体
 b にぶい黄褐色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
 c にぶい黄褐色粘質土（炭化物を微量含む）

 d にぶい黄褐色粘質土
 e 黄褐色粘質土（基本層位Ⅳ層ブロック主体）

１次墳丘
1　にぶい黄褐色粘質土主体
2　明黄褐色粘質土主体
3　にぶい黄橙色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
4　黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
5　明赤褐色粘質土主体
6　にぶい黄橙色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
7　明赤褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入

8　明赤褐色粘質土主体
9　にぶい黄橙色粘質土主体
10 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
11 明黄褐色粘質土主体
12 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
13 明赤褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
14 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
15 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
16 にぶい黄橙色粘質土主体
17 にぶい黄褐色粘質土主体

墓壙
ⅹ　明黄褐色粘質土（しまり強い　黒褐色土ブロック含む）

ⅺ　にぶい黄褐色粘質土（しまり強い）

ⅻ　にぶい黄褐色粘質土（立柱石抜き取り痕）

掘方
①　にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック含む）

②　明赤褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック・円礫含む）

③　灰黄褐色粘質土（しまりあり）

墓道
α　黒褐色粘質土（炭化物少量、焼土少量含む）　墓道1層に対応
β　にぶい黄褐色粘質土（炭化物少量、基本層位Ⅳ層ブロック少量含む）

墓道2層に対応
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墳丘南北トレンチA-A’断面
表土
 A 表土
 B 灰黄褐色粘質土（崩落土）

 C にぶい黄褐色粘質土
 D 黒褐色粘質土（旧表土ブロック主体）

 E にぶい黄褐色粘質土（墳丘崩落土）

 F にぶい黄褐色粘質土（黒褐色土ブロック含む　盛土）

 G にぶい黄褐色粘質土（墳丘崩落土）

 H にぶい黄褐色粘質土（炭化物微量含む　盛土）

 I にぶい黄褐色粘質土（黄褐色土ブロック含む　流入土）

 J 黄褐色粘質土（炭化物を微量、小礫を含む　流入土）

 K にぶい黄褐色粘質土（しまりなし　流入土）

 L にぶい黄褐色粘質土（しまりなし　崩落土）

 M 黒褐色粘質土（炭化物少量、焼土少量、黄褐色ブロック含む）

２次墳丘
 a にぶい黄褐色粘質土主体
 b にぶい黄褐色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
 c にぶい黄褐色粘質土（炭化物を微量含む）

 d にぶい黄褐色粘質土
 e 黄褐色粘質土（基本層位Ⅳ層ブロック主体）

１次墳丘
1　にぶい黄褐色粘質土主体
2　明黄褐色粘質土主体
3　にぶい黄橙色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
4　黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
5　明赤褐色粘質土主体
6　にぶい黄橙色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
7　明赤褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入

8　明赤褐色粘質土主体
9　にぶい黄橙色粘質土主体
10 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
11 明黄褐色粘質土主体
12 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
13 明赤褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
14 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
15 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
16 にぶい黄橙色粘質土主体
17 にぶい黄褐色粘質土主体

墓壙
ⅹ　明黄褐色粘質土（しまり強い　黒褐色土ブロック含む）

ⅺ　にぶい黄褐色粘質土（しまり強い）

ⅻ　にぶい黄褐色粘質土（立柱石抜き取り痕）

掘方
①　にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック含む）

②　明赤褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック・円礫含む）

③　灰黄褐色粘質土（しまりあり）

墓道
α　黒褐色粘質土（炭化物少量、焼土少量含む）　墓道1層に対応
β　にぶい黄褐色粘質土（炭化物少量、基本層位Ⅳ層ブロック少量含む）

墓道2層に対応
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Fig.13　墳丘断面図（１）Fig.12　２次墳丘
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にぶい黄橙色粘質土
区画帯

墳丘東西トレンチB-B’断面
表土
 A 表土
 B 灰黄褐色粘質土（崩落土）

２次墳丘
 a にぶい黄褐色粘質土主体
 b にぶい黄橙色粘質土主体
 c にぶい黄褐色粘質土主体

１次墳丘
 1 明黄褐色粘質土主体
 2 明黄褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
 3 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
 4 明赤褐色粘質土主体
 5 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
 6 明赤褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
 7 明赤褐色粘質土主体
 8 にぶい黄橙色粘質土主体
 9 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
 10 にぶい黄褐色粘質土主体
 11 にぶい黄橙色粘質土主体
 12 にぶい黄褐色粘質土主体　明赤褐色粘質土ブロック混入
 13 にぶい黄橙色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
 14 にぶい黄橙色粘質土主体

 15 明赤褐色粘質土主体
 16 黒褐色粘質土主体
 17 明赤褐色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
 18 黒褐色粘質土主体
 19 明赤褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
 20 黒褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
 21 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
 22 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
 23 にぶい黄褐色粘質土主体
 24 明黄褐色粘質土主体
 25 黒褐色粘質土主体
 26 明赤褐色粘質土主体

墓壙
 ⅰ 明黄褐色粘質土（しまりややあり　炭化物微量含む）

 ⅱ にぶい黄橙色粘質土（しまりあり　炭化物少量含む　ブロック土）

 ⅲ 明黄褐色粘質土（しまりあり　基本層位Ⅳ層土含む）

 ⅳ 黄褐色粘質土（しまりあり）

掘方
①　にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック含む）

②　明赤褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック・円礫含む）

③　灰黄褐色粘質土（しまりあり）

Fig.14　墳丘断面図（２）

16

１　墳　丘



墳丘東西トレンチ C-C’断面
表土・２次堆積
 D 黒褐色粘質土（旧表土ブロック主体）

 G にぶい黄褐色粘質土（墳丘崩落土）

 H にぶい黄褐色粘質土（炭化物微量含む　盛土）

２次墳丘
 a にぶい黄褐色粘質土主体
 b にぶい黄褐色粘質土主体　明黄褐色粘質土ブロック混入
 c にぶい黄橙色粘質土主体

１次墳丘
1　黒褐色粘質土主体
2　黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
3　にぶい黄褐色粘質土主体
4　にぶい黄橙色粘質土主体
5　明黄褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
6　にぶい黄橙色粘質土主体
7　黒褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
8　にぶい黄橙色粘質土主体
9　黒褐色粘質土主体
10 明赤褐色粘質土主体
11 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
12 にぶい黄橙色粘質土主体
13 にぶい黄褐色粘質土主体
14 黒褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
15 明黄褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
16 明赤褐色粘質土主体
17 黒褐色粘質土主体

18 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
19 黒褐色粘質土主体
20 明赤褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入
21 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土ブロック混入
22 黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
23 にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土・明黄褐色粘質土ブロック混入
24 明赤褐色粘質土主体
25 黒褐色粘質土主体　にぶい黄橙色粘質土ブロック混入

墓壙
 ⅴ にぶい黄褐色粘質土（しまりあり）

 ⅵ にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　基本層位Ⅳ層土含む）

 ⅶ 黄褐色粘質土（しまりあり）

 ⅷ にぶい黄褐色粘質土（しまりなし　基本層位Ⅲ層土含む）

 ⅸ 明褐色粘質土（しまり弱い）

掘方
①　にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック含む）

④　にぶい黄褐色粘質土（しまりあり）

⑤　明赤褐色粘質土

区画帯
ア　黒褐色粘質土主体　にぶい黄褐色粘質土ブロック混入
イ　にぶい黄褐色粘質土主体
ウ　にぶい黄褐色粘質土主体　黒褐色粘質土・明黄褐色粘質土ブロック混入
エ　にぶい黄褐色粘質土主体
オ　明黄褐色粘質土主体

SP01
1　黒褐色粘質土（しまり弱い　炭化物少量含む）

2　灰黄褐色粘質土（しまりあり　炭化物少量含む）

3　灰黄褐色粘質土（しまりあり　炭化物少量、黄褐色土ブロック含む）

SP02
1　にぶい黄褐色粘質土（しまりなし　炭化物少量含む）

2　黒色土（炭化物主体）

3　灰黄褐色粘質土（しまりややあり）
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Fig.15　墳丘断面図（３）及び SP01・02 平断面図Fig.14　墳丘断面図（２）
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SP01 は長軸 0.51 ｍ、深さ 0.45 ｍを、SP02 は長軸 0.46 ｍ、深さ 0.20 ｍを測る。SP01・02 いずれも

形状や土層堆積状況から柱穴と思われるが、本古墳と関連する遺構か否か不明である。

（３）１次墳丘

　墳　丘　２次墳丘盛土を除去し、１次墳丘を検出した。墳丘南北裾は撹乱で壊され正確な形状は

不明である。墳裾は区画帯を外縁としており、平面形は石室東側に偏った不整楕円形を呈する。断

面では、墓壙内に壁体の石材を２～３段積み上げ、裏込め土を充填して旧地表面と面一にした後、

その上位に壁体を積み上げつつ少量ずつ土を盛り上げた工程が看取される。ところどころに黒褐色

粘質土を挟みながら明黄褐色粘質土、にぶい黄褐色粘質土、明赤褐色粘質土、にぶい黄橙色粘質土

を交互に重ねる。石室の東西、北側で土の重ね順はそれぞれ異なり、各部が別工程で盛土されたと

みられる。天井石の上位も薄く土を盛っており、１次墳丘構築過程で天井が架けられたことが分か

る。

　墳丘の規模　北側墳裾と羨道以南は撹乱を受けているが、東西は墳裾端まで良好に残存してい

る。墳丘断面図 B-B’で、墳裾東西の差し渡しは 8.77 ｍ、石室中心から東側墳裾端までは 4.95 ｍ、

西側墳裾端までは 3.82 ｍを測り、東側が 1 ｍ余り広い。これは区画帯の歪みを引き継いだもので

あり、墳丘中央部では１次墳丘構築時に積極的に歪みを補正しなかったことを示している。断面図
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Fig.17　区画帯平面図及び SP03 平断面図

Fig.16　１次墳丘
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C-C’では同じく東墳裾端まで 4.34 ｍ、西墳裾端まで 4.13 ｍでほぼ均等である。土層断面でみると、

東側区画帯の規模が大きく、その分１次墳丘盛土の土量を少なくして補正した様子が窺える。墳丘

中央部での高さは、旧地表面から 1.54 ｍを測る。

（４）区画帯

　区画帯　区画帯は、旧地表面上に構築されており、墓壙掘削に伴い排出されたにぶい黄褐色粘質

土を主体とする。南北を除き墳丘の約１/ ２の範囲で検出されたが、石室の東西で大きく形状が異

なり、全体としての平面形は歪んだ楕円形である。なお、区画帯検出に伴って上位の１次墳丘内か

ら小穴１基を検出したため、本項で掲載する。

SP03
1　明赤褐色土（焼土）

2　黒色土（炭化物主体　にぶい黄褐色土ブロック含む）
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Fig.17　区画帯平面図及び SP03 平断面図

Fig.16　１次墳丘
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　区画帯の規模　検出された規模は外縁で東西 9.20 ｍ、南北 10.1 ｍを測るが、南北端は撹乱で壊

されるため残存値である。東側外縁は比較的整った弧状を呈するのに対し、西側が「く」の字状に

東へ歪んでいる。墳丘断面 B-B’では、東側は幅約 1.5 ｍ、高さ 0.44 ｍ、断面三角形の区画帯に加

え、区画帯内、墓壙近くまでテラス状に薄く同質の土を盛っている。幅約 1.5 ｍ、厚さ 0.12 ｍを測る。

対して、西側区画帯はテラス状盛土がみられず、断面三角形の区画帯は幅 1.34 ｍ、高さ 0.35 ｍを

測る。頂部の標高値は東西でほぼ同じである。石室中心と東側区画帯頂部との距離は約 4.16 ｍ、

西側区画帯頂部との距離は約 3.17 ｍで、西側が約 1 ｍ石室に近い。断面図 C-C’では、区画帯幅は

1.82 ｍを測り、テラス状盛土は不明瞭で、断面は凡そ台形を呈する。西側区画帯は幅約 0.75 ｍの

断面半円形状であり、両者の規模の違いが顕著である。頂部は東側が 0.16 ｍ高い。石室中心から

区画帯頂部までの距離は、東側が 2.80 ｍ、西側が 3.83 ｍで断面 B-B’とは逆に西側が約 1 ｍ遠い。

全体的にみると断面 B-B’の位置で西側区画帯が不自然に東へ歪んでおり、平面形や計測値からは

意図的に歪ませた可能性も考えられる。

　小　穴　１次墳丘掘削時に、盛土内から小穴１基を検出した（SP03）。羨道西壁体の外側で、壁

体上面と同じ高さに構築される。円形もしくは不正円形と推定され、長軸 0.40 ｍを測る。底面は

丸底で深さ 0.16 ｍを測る。人為的に埋められており、埋土上部は小ブロック状の焼土、下部は炭

化物主体の黒色土である。

（５）墓　壙

　墓壙の検出　１次墳丘の盛土を除去し、石室壁体を旧地表面まで撤去した状態で旧地表面を精査

し、墓壙範囲を検出した。石室壁体の外周に黄橙色粘質土を主体とする埋土範囲が比較的明瞭に

確認できた。平面形は羽子板状を呈し、玄室部での幅は 3.5 ｍ前後、羨道部では 2.5 ｍ前後を測る。

南端の前庭部は撹乱されているが、検出長 8.23 ｍを測る。旧地表面から底面までの深さは概ね均

一で、0.58 ｍ前後を測る。壁はほぼ垂直に掘りこまれ、壁から石室壁体までの底面はほぼ平坦、玄

室南半から羨道にかけては中央部が 0.07 ～ 0.09 ｍの深さでくぼめられ、羨道部から前庭部はさら

に深く掘り込まれ、墓道につながる。

　墓壙埋土　墓壙底面には壁体基底石が設置されていたが、奥壁と玄門立柱石、羨門立柱石は据え

付け箇所が掘りくぼめられていた。それ以外の石材は平置きである。壁体の裏込め土は明度の差が

ある黄褐色粘質土を主体とし、数段に分けて充填されている。壁体積み上げ、裏込め土充填のいず

れも旧地表面までを区切りとしており、１次墳丘築造前に平坦な作業面を作出しているようであ

る。石室内は、基底石を設置した後に中央のくぼみを埋め、さらにその上ににぶい黄褐色粘質土で

平坦な床を作出する。
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２　埋葬施設

（１）石室の状況

　石　室　本古墳の主体部は、N-11° -W を主軸とする横穴式石室である。羨道部前半から開口部

にかけては撹乱を受けて天井、側壁が崩され、閉塞石はほぼ排除されているものの、羨道部後半か

ら玄室にかけては良好に構築時の状態をとどめていた。本石室は、擬似両袖式横穴式石室で、立

柱石を二組配した羨門区画形である。玄室平面形は、わずかに胴張形で、立柱石直後から奥壁ま

での長さ 3.54 ｍ、最大幅 1.25 ｍ、入口幅 1.09 ｍ、奥壁際の幅 1.18 ｍを測る。玄門幅は 0.76 ｍであ

る。羨道部は、長さ 2.07 ｍ、最大幅 1.27 ｍを測り、羨門部床面には梱石が配されている。開口部

は残存状態が悪いが、羨門手前 0.8 ｍでの幅は 1.09 ｍを測り、羨道とほぼ同じである。石室全長は

7.40 ｍ（床面残存部）を測る。

　奥壁・側壁　奥壁は鏡石に高さ 82cm、横幅 1.30 ｍ、厚さ 34cm の平石を用い、その上に高さ

88cm、横幅 1.00 ｍ、厚さ 45cm の平石を載せる。天井までの高さは床面から 1.54 ｍを測る。側壁

は玄門と羨門に立柱石を立て、その間に粗く割った石材を横口積みにする。壁面は床から天井まで

直線的に内傾し、石室空間の横断面形は台形を呈する。

　天　井　天井は、玄室部のみ残存しており、検出長は 4.09 ｍを測る。大形の割石６個を並べ、

最も大きい奥から２番目の石で横幅 137cm、縦幅 66cm、厚さ 42cm を測る。玄室主軸方向にアーチ

形を呈し、最高位は床面から 1.80 ｍを測る。玄門部は高さ 1.13 ｍで、まぐさ石は設置されていない。

　床　石　床面は、玄室はほぼ平坦、かつ水平であるが、羨道ではわずかに前庭に向けて傾斜して

いる。床には一面に自然礫が敷かれていたが、その内容は区画ごとに異なる。使用石材に関しては、

第３章にて述べている為ここでは詳細はひかえるが、玄室では褐色～褐灰色を呈する 5cm 未満の

円礫が主体で、3cm 程度のものも多い。玄室床石のほとんどは 10cm 未満に収まり、10cm を超える

ものは少数である。対して羨道は 5cm 未満の円礫の割合がやや少なく、その代わり 5 ～ 10cm の大

きさのものが多い。更に 15cm を超える石材も 20 点余り使用されている。小礫は中央から玄門側

に集中して敷かれており、羨門から中央にかけて敷かれている礫は大形のもののみである。なお、

羨門床には長さ 80cm 以上の梱石が埋設されている。羨道床石の石材は、小礫は大部分が玄室とほ

ぼ同質で、その中に赤褐色を呈する割石が若干混じる。大形石は赤褐色を呈する石材の割合がやや

多く、これらを床に敷き詰めた状態で眺めると、手前になるほど床石が大きく、また、赤く見える。

前庭部では床石の構成は一変しており、赤褐色を呈する大形礫が主体である。5cm 未満の小礫はな

く、10cm 以下も数点である。床石のうち最大級の赤褐色石材４点は羨門直前に並べて配されている。

　閉塞石　閉塞石は残存しなかった。追葬時、または撹乱時に除去されたものと思われるが、いず

れか判然としない。

　遺物の出土状況　石室床面精査作業と遺物採取にあたっては、石室を東西２区画×南北７区画の

14 区画に分け、玄室を奥壁から１～６区、羨道を７～ 10 区、前庭部を 11 ～ 14 区とした。このう

ち玄室の１～６区はさらに南北に分け、北を a、南を b 小区とした。石室内からの遺物出土量は比

較的少なく、すべて合わせてコンテナ２箱程度である。また、玉類は全く出土しなかった。

　遺物は、玄室の北東奥壁際付近と羨道左右側壁際から集中して出土した。その他の場所からの出

土は散発的であったが、鉄鏃の小破片は玄室内全域から採取された。

　玄室東奥壁際から出土した遺物は短刀１点（15）、鉄鏃 30 本以上であり、出土時には刀とその上
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Fig.18　石室展開図
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に束ねられた鉄鏃十数本が錆で癒着し一体となっていた。刀や鉄鏃の向きが被葬者の安置方向と

直交することと、隅にまとめられた状況から、追葬時に片づけられた可能性が考えられる。一方、

玄室北半の床面で出土した胴地金張り耳環のうち、大きさから対とみられる８と９は奥壁南 0.3 ～

0.45 ｍの床面から 41cm の間隔で出土しており、これらは埋葬時から大きく移動していないことと

ともに、被葬者の頭位を示している可能性が高い。もう一対の耳環（10・11）が玄室中央左壁際と

玄門直後で出土したが、こちらは約 2.4 ｍ離れており、埋葬時から移動しているものと推定できる。

これらの状況から、本古墳では少なくとも１回の追葬が行われたと推定される。玄室内からは、そ

のほかに両頭金具１対（12・13）と釘６本（50 ～ 55）以上が出土した。釘の出土位置は 3b・5a・

5b・７各区で、玄室手前よりの右壁側区画に限られるが、正確な出土位置が記録できたのは１点の

みである。有機物等の出土はみられないものの、木棺に使用された可能性も考えられる。なお、土

器類は須恵器坏類の破片が床面精査時に少量採集されたのみである。

　羨道出土の遺物のうち右側壁際床面で出土した６点は、埋葬時の状況をとどめた一群として特筆

a’a

b’b

c’c

d’d

2m0
1:50

Fig.19　石室天井・見上げ図

Fig.18　石室展開図
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a-a’断面
 ⅰ 明黄褐色粘質土（しまりややあり　炭化物微量含む）

 ⅱ にぶい黄橙色粘質土（しまりあり　炭化物少量含む　ブロック土）

 ⅲ 明黄褐色粘質土（しまりあり　基本層位Ⅳ層土含む）

 ⅳ 黄褐色粘質土（しまりあり）

 ① にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック含む）

 ② 明赤褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック・円礫含む）

 ③ 灰黄褐色粘質土（しまりあり）

ｃ-c’断面
 ⅴ にぶい黄褐色粘質土（しまりあり）

 ⅵ にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　基本層位Ⅳ層土含む）

 ⅶ 黄褐色粘質土（しまりあり）

 ⅷ にぶい黄褐色粘質土（しまりなし　基本層位Ⅲ層土含む）

 ⅸ 明褐色粘質土（しまり弱い）

 ① にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　褐色土ブロック含む）

 ④ にぶい黄褐色粘質土（しまりあり）

 ⑤ 明赤褐色粘質土
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Fig.20　石室断面図
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される。須恵器蓋１点、同短頸壺３点、（１・２～４）、土師器椀１点（６）が床面に置かれた状態

で出土した。５点ともに完形もしくはそれに準じ、破損しているものも至近から出土した破片が接

合している。対面の左側壁際床面からはやはり完形の脚付椀（５）が出土し、こちらも埋葬時から

大きく移動してはいないものとみられる。なお、これらに混じって灰釉陶器坏（７）１点が崩落石

材の上から出土しており、羨道部が撹乱された時期を示しているものかもしれない。

区分模式図

（石室）

2m0
1:40

2a 区1a 区

1b 区

3a 区

3b 区

4a 区

4b 区

5a 区

5b 区

6a 区

6b 区

7 区 8 区

9 区 10 区

11 区 12 区

13 区 14 区

2b 区

Detail-2

Detail-1

Fig.21　石室遺物出土状況図

Fig.20　石室断面図
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Detail-1

Fig.22　羨道・玄室手前部遺物出土状態図
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Fig.23　玄室奥部遺物出土状態図Fig.22　羨道・玄室手前部遺物出土状態図
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（２）石室内出土遺物

　須恵器　羨道部床面で出土した５点を掲載する。１は蓋で、乳頭状の小さなつまみと大きなかえ

りが特徴的である。径 8.8cm。径から推定すると２とセットになると思われる。２～４は短頸壺で

ある。口縁部と体部の境界に稜を有し、口縁部はほぼ垂直に立ち上がる。体部下半にはケズリを施

す。３は体部が丸く膨れ底面がやや広い。器径 9.7cm である。４はやや浅く、口縁部が相対的に大

きくみえる個体である。器径は 10.3cm である。２はそれより深く、器径 8.5cm。短頸壺３点はいず

れも平底である。蓋、短頸壺は時間差はあるものの遠江編年Ⅳ期前半頃の組成とみられる。５は脚

付椀で、半球形の椀部に透かしがない脚部が付く。口径 11.0cm、高さ 12.6cm。これも同段階とみ

てよいであろう。

　土師器　須恵器類に混じって出土した１点を掲載する。６は椀で、小さな平底から丸い体部が立

ち上がり、口縁は内弯する。器径は 9.2cm、器高 5.5cm を測る。外面にわずかに刷毛目が観察できる。

時期判別が難しい遺物であるが、愛知県渥美町の藤原８号墳に類例があり、Ⅲ期後葉に比定されて

いる（三河考古談話会 1994）。

　灰釉陶器　羨道部で出土した１点を掲載する。７は椀で、体部はやや丸みを持って立ち上がり、

口縁が短く外反する。釉は漬け掛けである。底部は糸切り後に低い高台を付す。歪みが大きく口径

が測定しづらいが、概ね 13cm 前後である。宮口産で 10 世紀代のものである。

　耳　環　４点出土し（８～ 11）、直径 1.8cm 前後のもの２点（８・９）と直径 2.2cm 前後のもの

２点（10・11）の２組に分けられ、それぞれが対とみられる。胴地に金箔を貼ってあり、特に大形

品では比較的良好に金箔が残存していた。小形品一対は玄室奥の奥壁近くでまとまって出土し、大

形品は右側壁際と玄門近くに離れて出土した。後者は埋葬位置から移動していると考えられる。

　両頭金具　玄室内玄門よりの 5a 区と 6b 区から２点出土した（12・13）。どちらも外筒端の折り

返しが欠損しているがほぼ完形で、大きさも同等である。外筒・芯ともに鉄製で、外筒の長さは

12 が 1.7cm、13 が 1.5cm を測る。木質の付着は確認できなかった。

　刀装具か　玄室内中央付近の 3a 区から出土した（14）。湾曲した薄い板状鉄製品である。はばき

や鯉口等の刀装具や装飾に使われたものの可能性があるが、断定できない。

　短　刀　玄室北東隅から、鉄鏃の束とともに出土した。３分割で出土し茎が欠けているが、刀身

はほぼ完形に復元できる。直刃造りで、切っ先は丸く仕上げる。残存長は 29.0cm、身幅は 2.6cm、

背の厚さ 0.5cm を測る。柄・鍔・鞘等拵えは残存せず、有機物の付着等の痕跡も確認できなかった。

癒着している鉄鏃は刀身と密着している。
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Fig.24　石室内出土遺物（１）
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　刀　子　玄室内から２点、羨道から１点出土した（15 ～ 17）。玄室出土の１点と羨道出土の個体

は大きく損傷しているが、玄室右壁際の床面から出土した個体（17）は先端がわずかに欠損してい

るのみでほぼ原形をとどめている。長さ 15.2cm、身幅は最大で 1.6cm、厚さ 0.6cm を測る。鞘・柄

等の痕跡は確認できなかった。

　鉄　鏃　癒着して分離不能の鉄鏃束と個別に実測できたものを計 31 点掲載する（19 ～ 49）。掲

載した遺物はすべて玄室内から出土し、大部分は奥壁際の北東隅に集中していた。19 ～ 29 は平根

10cm0
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Fig.25　石室内出土遺物（２）

Fig.24　石室内出土遺物（１）
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式のもので、出土遺物のうち同式と判別できるものはほぼ網羅している。すべて三角形鏃に分類

できる。茎関は棘状関のものがほとんどである。ほぼ完存する 19 で、全長 11.7cm、鏃身長 3.1cm、

頸部長 3.4cm、茎長 5.2cm で、頸部に対して茎が長い。30 ～ 49 は尖根式の長頸鏃である。出土し

た鉄鏃の大多数は尖根式長頸鏃に分類できるが、判別不能な細片もあり正確な割合は不明である。

37 ～ 39 の３点は小形の長三角鏃である。30・40 と 45、46 の中の１点は柳葉鏃、31・32 は片関の

片刃箭鏃である。33 ～ 35 と 37 に癒着している１点は無関の片刃箭鏃、36 は鑿箭鏃である。茎関

は棘状関が大部分であるが、台形と思われるものも少数認められる（41）。

　鉄　釘　釘頭が残存しているものは掲載したものがすべてである（50 ～ 55）。完存する 50 で、

長さ 4.2cm、幅 0.6cm、厚さ 0.4cm を測る。いずれの個体にも木質の付着は認められなかった。
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Fig.26　石室内出土遺物（３）
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３　周溝・墓道

（１）周　溝

　周溝検出状況　周溝は、墳丘南側と、東側の一部で検出された。南側西端と東側北端はともに撹

乱で断ち切られ、墳丘北～西側では検出されなかった。本古墳周辺は、溝状撹乱部以外でも旧地表

土が削平され、平坦に均されている様子が窺えることから、丘陵頂部側となる北～西側の周溝も削

平された可能性が考えられる。周溝は、西端から前庭部付近にかけて比較的良好に掘り込みが検出

され、前庭部で一段深くなって墓道に連結する。前庭部から南東にかけては墓道と共用され、共用

部ではほぼ直線となる。共用部の長さは約 6 ｍを測り、墳丘南東で分岐して墳丘東側を巡る。幅は

西端近くで 1.74 ｍ、前庭部で 1.49 ｍ、分岐部北で 1.41 ｍ、墳丘東部で 1.2 ～ 1.5 ｍを測る。深さ

は西端で 0.1 ｍ、墳丘東側分岐部付近で約 0.13 ｍを測るが、墳丘東部北半では旧地表面に残る変色

B-B’断面
 1 にぶい黄褐色粘質土（シミ状に検出）

C-C’断面
 Ⅰ 基本層位Ⅰ層　灰黄褐色粘質土　表土
 1 黒褐色粘質土（炭化物多量、2～ 5㎝大の円礫含む）

 2 にぶい黄褐色粘質土
  （炭化物少量、基本層位Ⅲ層ブロック含む）

D-D’断面
 1 黒褐色粘質土（炭化物多量、2～ 5㎝大の円礫含む）

 2 にぶい黄褐色粘質土
  （炭化物少量、基本層位Ⅲ層ブロック含む）

A-A’断面
 1 橙色粘質土（黒褐色土ブロック含む）
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Fig.27　周溝・墓道平断面図

Fig.26　石室内出土遺物（３）
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部として検出され、覆土はほとんど残存していない。変色土層の厚さは確認面から 0.03 ｍを測る。

玄室中央から東側周溝内縁までは 8.2 ～ 8.3 ｍ、同じく南西側内縁までは 8.25 ｍを測り、周溝内法

の直径は約 16.5 ｍである。

（２）墓　道

　墓道検出状況　墓道は、前庭部の掘りくぼめられた床面から南へ延びるが、撹乱に壊されて前庭

部直近は検出できなかった。東西方向の周溝・墓道共用部を検出した後に改めて精査を行った結果、

溝状撹乱と共用部の間で長さ約 0.4 ｍ、幅約 0.8 ｍを測る、等高線に直交する南北方向の墓道が検

出された。墓道は前庭部南で周溝と連結し、ほぼ直角に東へ折れて直線的に東方に延びる。周溝と

の分岐以東は、そのまま直線で調査区東端まで達する。前庭開口部から結合部までは推定1.8ｍ前後、

周溝との共用部約 6 ｍ、分岐から東は 9.3 ｍ、検出総延長は 16.4 ｍを測る。前庭部南での幅 1.52 ｍ、

深さ 0.37 ｍで、以西の周溝からは 15cm 以上深く掘りこまれる。分岐部東での上端幅は 1.36 ｍ、深

さは 0.29 ｍ、調査区東端では幅 1.36 ｍ、深さ 0.2 ｍを測る。断面形は基本的に逆台形状を呈するが、

東端では弧状に近い。覆土は上部が黒褐色粘質土、下層がにぶい黄褐色粘質土でどちらにも炭化物

粒を含み、特に上層に多い。いずれも自然堆積と思われる。

（３）周溝・墓道出土遺物

　遺物出土状況　遺物は、前庭部付近が最も出土量が多く、周溝・墓道分岐付近まで比較的密に出

土した。分岐北側の周溝と分岐東側の墓道からも少数ながら出土しているが、周溝の掘り込みが極

端に浅い部分からは出土していない。出土層位は上層から下層まで、著しい偏在は認められなかっ

たが、出土総量は上層のほうが多い。層位と遺物時期の相関は認められなかった。

　出土した個体はすべて破片の状態で、完形で出土したものはない。同一個体の破片が数 10cm の

範囲から集中して出土する例と、数メートルの範囲にわたって散在している例があり、出土位置で

破砕した個体と、埋蔵以前に破砕されていた個体の両者があることが推定される。出土遺物は須恵

器がほとんどを占め、土師器、山茶碗がわずかに混じる。墓道範囲と周溝範囲で別個に出土した破

片が接合することから、墓道と周溝が同時併存していた期間に包含されたものと考えられる。器種

では坏蓋、坏身が最も多く、それぞれ 10 個体以上出土した。ついで瓶類で、平瓶は４個体以上が

含まれる。高坏は４個体、脚付瓶、長頸壺、脚付長頸壺が合わせて４個体以上、短頸壺、広口壺は

各１個体ある。

　本古墳では、前項の羨道出土遺物も含めて瓶類・壺類・高坏類の多さが特徴的であり、被葬者像

を考察するうえで着目すべき事柄であろう。なお、これらの遺物に混じって周溝の分岐北側から山

茶碗破片が出土しており、中世までは周溝が埋没していなかった可能性がある。土師器は、甕の口

縁部破片が１点のみ出土した。なお、金属製品は周溝・墓道からは全く出土しなかった。出土状況

から、遺物の大部分は本来の位置から移動のうえ廃棄または投棄されたことが想定される。ここで

掲載した周溝・墓道出土の遺物群と羨道部で出土した須恵器・土師器とは、総体的にみれば同時期

であり、初葬・追葬の際に副葬された遺物を後代になって周溝・墓道へ投棄した可能性を考えるこ

とができる。

　周溝・墓道出土遺物　両者にまたがって出土している遺物があることから、一括して掲載する。

　56 ～ 63 は坏蓋である。56・57 はかえりを有してボタン状つまみを付す。器径は 56 が 9.5cm、57

は 10.3cm を測る。58 ～ 63 の坏蓋は口縁が垂直か内弯気味で、天井部付近は 59・61・63 が回転削
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Fig.28　周溝・墓道遺物出土状態図
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りを施し、他は未調整またはナデである。器径は 9.6 ～ 10.0cm である。64 ～ 71 は坏身で、全体に

立ち上がりが短く内傾する。身は径に比して浅く、底部は径の大小はあるものの平底で、底部付近

は回転削りを施す。器径は 64 ～ 67 が 10.5 ～ 10.9cm、68・69 が 10.0cm で他より一回り小さい。高

さは 64 が 3.3cm、他は 2.8 ～ 3.0cm である。72 は口縁部と体部の境界に不明瞭な稜を有し、口縁が

内弯するもので、器径は 8.9cm である。坏身の中では 68 ～ 71 の４点は径が小さく、かえりが小さ

いことから他より新しい段階のものである。73 は有台の坏である。底部は回転ヘラ切りで低い角

高台を付す。推定径 10.0cm。あるいは後代のものか。74 ～ 77 は高坏である。いずれも半球状坏部

の高坏で、74 は脚部に２段透かしを２か所に施すやや古い段階のものである。他の個体には透か

しは認められなかった。口縁は 74 が短く外反し、75 は直立、76・77 は端部が屈曲して短く外反す

墓道

墓道

（周溝・墓道）
1m0

1:25

（土器）
30cm0

1:6

 83

 92

 80

 5873

90

Detail-1

Fig.29　周溝・墓道東部遺物出土状態図
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Fig.30　周溝・墓道連結部遺物出土状態図

Fig.29　周溝・墓道東部遺物出土状態図
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Fig.32　周溝・墓道出土遺物（２）

Fig.31　周溝・墓道出土遺物（１）
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る。77 は坏部が浅く、脚部が屈折する点で他の個体とはやや形状が異なる。78 ～ 81 は平瓶である。

78・79 はどちらも小さい平底で、肩部に横線を施す。80・81 は口縁部のみ出土した個体であるが、

体部以下の破片はほとんど出土しなかった。82 は壺蓋で、坏蓋と比べると径が小さくかえりが大

きい。つまみは欠損しているが突起状のものが想定される。口径は 7.3cm である。83 ～ 87 は壺類で、

85・86 は長頸壺である。86 にみられる低い台形の脚は、あるいはⅣ期後半まで降るものであろうか。

87 は短頸壺で、肩部に横線を巡らし、底部は丸底で、回転削りの後に平行叩きを施している。本

古墳出土遺物の中で叩きが認められた個体はこの１点のみである。88 は体部上半以上が欠損して

いるが、底部内面にかかった自然釉の状態から瓶または壺類であることが推察される。体部下半に

削りを施し、短い脚部に１段透かしを２ヶ所施す。89 は壺または瓶の底部である。丸底で、回転

削りを施す。90 は広口壺で、推定口径 14cm、胴部最大径 21.7cm の小形品である。91 は土師器甕で、

小片からの復元である。口縁は大きく開き、くびれのない頸部から直線的に胴部に至る。長胴甕と

推定されるが、復元径が小さい。92 は山茶碗底部である。高台は極めて低く、底径は約 7.5cm である。

口径を復元すると 16cm 前後となる。

　明らかに時代が異なるものを除くと、周溝・墓道出土遺物は遠江編年Ⅲ期後半からⅣ期前半まで

の時期のもので大半が占められている。高坏 74 や脚付瓶 88 などはⅢ期に遡り得るがⅣ期前半の組

成の中にあっても許容できるものである。一方で坏身の新しいものはⅣ期後半に降り、これらが追

葬の時期を示しているとも考えられる。
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Fig.32　周溝・墓道出土遺物（２）

Fig.31　周溝・墓道出土遺物（１）

37 

第２章　調査成果



４　その他の遺構と遺物

（１）古墳以外の遺構

　概　要　本古墳調査に伴って、墳丘とその周囲、および旧地表面から土坑４基と小穴 11 基が検

出された。内訳は表土除去に伴う撹乱掘削時に土坑２基（SK01・02）、墓道検出時に土坑１基、２

次墳丘検出時に小穴２基（SP01・02）、１次墳丘掘削時に小穴１基（SP03）、墳丘下旧地表面で土

坑１基（SK04）、小穴８基（SP04 ～ 11）である。このうち SK02 は近現代の撹乱であったため本書

での報告は割愛する。他の土坑３基、小穴 11 基のうち、墳丘調査時に検出された SP01 ～ 03 は、

墳丘調査成果の節で掲載した。位置や検出層位から古墳と直接関連しないと思われる SK01・03 と、

旧地表面から検出された SK04、SP04 ～ 11 は本節で掲載する。また、石室床面精査、および墓壙

底面検出作業に伴って出土した縄文時代の石器２点も本節で掲載する。
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Fig.34　土　坑

Fig.35　小　穴Fig.33　旧地表面平面図
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SP04
1　褐色土（しまり弱い　灰が主体　下面は焼けている）

SP05
1　にぶい黄褐色粘質土（炭化物多量含む　灰白色土ブロック混入）

SP06
1　灰白色土（粘性なし　しまり弱い　炭化物多量含む）

SP07
1　にぶい黄褐色粘質土（しまり弱い　炭化物微量含む）

SP08
1　にぶい黄褐色粘質土（炭化物多量含む　灰白色土ブロック混入）

SP09
1　にぶい黄褐色粘質土（炭化物多量含む　灰白色土ブロック混入）

SP10
1　褐色粘質土（しまり弱い　炭化物微量含む）

2　褐色粘質土（しまり弱い　黄褐色土ブロック含む）

SP11
1　にぶい黄褐色粘質土（炭化物多量含む　灰白色土ブロック混入）
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1　黒褐色粘質土（炭化物含む　基本層位Ⅴ層の円礫が多い）
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1　にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　Ⅳ層土ブロック含む）

2　にぶい黄褐色粘質土（しまりややあり）

3　灰黄褐色土（しまりややあり　3～ 13 ㎝大の円礫を多く混入）

4　にぶい黄褐色粘質土（しまりあり　黄褐色土ブロック含む）
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1　にぶい黄褐色粘質土（しまり弱い　焼土・炭化物を多量に含む）
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Fig.34　土　坑

Fig.35　小　穴Fig.33　旧地表面平面図
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　土　坑　SK01 は墳丘西の撹乱内から検出された。撹乱底面での平面形は不正円形を呈し、長軸

は 0.72 ｍ、撹乱底面から 8 ～ 19cm 掘りこまれていた。壁は斜めで、底面はほぼ平坦である。SK03

は調査区東端で墓道を検出する際に重複して検出された。墓道より新しく、平面形は不正円形を呈

し、長軸 1.31 ｍを測る。壁はほぼ垂直に掘りこまれ、底面は概ね平坦である。深さは 0.48 ｍを測

り、覆土の一部に人為的に埋められた様相が看取される。SK04 は、墳丘下の旧地表面で検出された。

長方形、もしくは東辺に小穴状の張り出しを持つ不整長方形と推定される。長軸 0.78ｍ、短軸 0.45ｍ、

深さは 0.04 ｍで、覆土はにぶい黄褐色粘質土で焼土・炭化物を大量に含んでいた。古墳築造時に

削平され、本来の掘方より浅くなっていると推定されるが、構築時期、性格ともに不明である。３

基ともに遺物は出土しなかった。

　小　穴　墳丘下旧地表面で SP04 ～ 11 が検出された。すべて墳丘西半側に集中する。平面形は、

SP04・05・06・09・11 が長軸 0.27 ～ 0.31 ｍの不正円形、SP07 は長軸 0.33 ｍの長方形、SP08・10

が長軸 0.40 ｍ前後の楕円形を呈する。深さは SP10 を除いて 0.03 ～ 0.12 ｍで、SP10 は深さ 0.23 ｍ

とやや深い。覆土はにぶい黄褐色粘質土を主体とするものが多いが、SP04 は灰が主体で褐色土が

混じり、底面に焼土の堆積が認められた。また、SP06 は粘性のない灰白色土、SP10 は褐色粘質土

主体である。多寡はあるもののすべての小穴で炭化物の混入が認められ、それに加えて SP05・08・

09・11 では灰白色土ブロックの混入も認められた。柱穴と認められる小穴はなく、規則的な配列

も確認できなかった。いずれからも遺物は出土せず、構築時期や性格は不明である。

（２）縄文時代の遺物

　石　器　93 は、シルト岩製の石鏃である。玄室床面から出土した。凹基無茎鏃で、残存長 2.0cm、

厚さ 0.3cm、重さ 0.7g を測る。94 は玄室床下の墓壙埋土内から出土した完形の短冊形打製石斧で

ある。石材にホルンフェルスを用い、長さ 10.3cm、幅 4.7cm、重さ 113.5g を測る。どちらも詳細な

帰属時期は判別し難い。

15cm0
1:3

5cm0
2:3

93

94

Fig.36　縄文時代遺物
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第３章　石室石材の岩石鑑定

楠　賢司・増田俊明・酒井瑞帆・牛島咲季（静岡大学）

１　壁面及び天井面に用いられた石材の岩石鑑定

（１）試　料

　壁面及び天井面に用いられた調査対象石材（試料 No.1 ～ 44）の位置を Fig.37 に示す。壁面のうち、

奥壁については残存した全２石（試料 No.1、2）、天井面についても残存した全６石（試料 No.3 ～

8）を調査対象試料とした（Fig.37）。一方、壁面のうち、側壁については基底の 36 石（試料 No.9

～ 44）を対象とした（Fig.37）。

28

3

4

5

6

7

8

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

2

1

3

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

4

5

6

7

8

玄室

羨道

前庭

2m0
1:70

Fig.36　縄文時代遺物 Fig.37　壁面及び天井面に用いられた調査対象石材（試料 No.1 ～ 44）の位置（石室展開図に記載）
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（２）方　法

　採取した試料は、肉眼観察、偏光顕微鏡観察及び化学分析の結果を基に鑑定した。肉眼観察と偏

光顕微鏡観察では、試料を構成する粒度、鉱物及び組織（塊状、層状、等粒状、斑状、片状、片麻

状など）を判定材料とした。一方、化学分析は狩野ほか（2021）に準じた。即ちエネルギー分散型

蛍光Ｘ線分析装置（Shimadzu / EDX-8000）による主要元素組成（SiO2、TiO2、Al2O3、Fe2O3、MnO、

MgO、CaO、Na2O、K2O、P2O5）の結果を評価指標とした。同装置による地質調査所（現産業技術

総合研究所地質調査総合センター）調整の地球化学標準試料 JCh-1（チャート）及び JG-1a（花崗

閃緑岩）の回収率（n = 5）は、P2O5 を除く９元素については 84 ～ 136% の範囲で一致し、相対標

準偏差 （RSD、n = 5） は JCh-1 の MgO と Na2O を除けば 5% 以下と良好であった。特に SiO2 の JCh-1

及び JG-1a の回収率（n = 5）はそれぞれ 100% 及び 99%、RSD（n = 5）についてはそれぞれ 0% 及

び 0.2% と非常に良好であった。尚、肉眼観察及び化学分析には、偏光顕微鏡観察に供した岩石薄

片用試片の研磨断面（仕上げ研磨粉：アルミナ系 #3000）を用いた。

（３）結　果

　採取した石材（試料 No.1 ～ 44）の研磨断面を Fig.38 に示す。研磨断面を肉眼観察した結果、試

料 No.16 を除けば全て緻密且つ塊状であった。岩石薄片を偏光顕微鏡観察した結果、試料 No.1、2、

3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、17、18、19、20、22、23、24、25、26、27、28、

29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、41、42、43、44 の基質は結晶粒子が確認できない

ほど微細であった（非結晶質）。一方、試料 No.21 及び No.40 については、それぞれ主に粗粒及び

細粒の石英の結晶で満たされていた（結晶質）。試料 No.1、18、19、26、42、43 の薄片内には多数

の放散虫化石が認められた。通常チャートは SiO2 90% 以上、Al2O3 1 ～数 %、Fe2O3 1% 前後の化学

組成を持つ（堀ほか、2000）。試料 No.16 以外の化学組成はこれと類似した（SiO2 93.61 ～ 99.54%、

Al2O3 0.27 ～ 3.13%、Fe2O3 0.03 ～ 2.46%）。尚、試料 No.16 を除く 43 試料のこれら３元素の含有量（平

均値 ± 1 σ）は、SiO2 97.60 ± 1.32%、Al2O3 1.30 ± 0.71%、Fe2O3 0.53 ± 0.44% であった。これらの

ことを踏まえると、試料 No.16 を除く 43 試料はチャートであると判断される。

　試料 No.16 の研磨断面には 0.5mm 程度の円磨された砂が普遍的に認められた。岩石薄片を偏光

顕微鏡観察した結果、砂を構成しているのは主に鉱物単体であり、石英が最も多く認められた。

次いでカリ長石が多く、斜長石についても少量認められた。また試料 No.16 の化学分析値（SiO2 

77.75%、TiO2 0.46%、Al2O3 13.28%、Fe2O3 1.79%、MnO 0.02%、MgO 0.33%、CaO 0.41%、Na2O 3.02%、

K2O 2.93%、P2O5 0.01%）は、日本国内における砂岩 43 試料の平均値（SiO2 72.27%、TiO2 0.39%、

Al2O3 11.91%、Fe2O3 0.71%、FeO 2.14%、MnO 0.06%、MgO 1.18%、CaO 2.43%、Na2O 3.22%、K2O 2.04%、

P2O5 0.08%：片田・小野、1978）と類似した。これらのことを勘案すると、試料 No.16 は砂岩であ

ると判断される。試料 No.16 の SiO2 77.75% はグレイワケ（SiO2 66.7%：Pettijohn, 1975）よりアルコー

ス（SiO2 77.1%：Pettijohn, 1975）に近似していた。このことから、試料 No.16 はアルコース質砂岩

であると言える。

　以上の鑑定結果を Tab.1 に纏めて示す。同表から明らかなように、壁面及び天井面に用いられた

調査対象石材は圧倒的にチャートが多かった（チャート約 97.7%、砂岩約 2.3%）。
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Fig.38　 壁面及び天井面に用いられた調査対象石材（試料 No.1 ～ 44）の研磨断面（スケールバー：2mm）
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２　床面に用いられた石材の岩石鑑定

（１）試　料

　床面に用いられた礫のうち、無作為に抽出した 312 試料を調査対象とした（Tab.2, 試料 No.1 ～

312）。内訳は前庭３試料（試料 No.1 ～ 3）、羨道 90 試料（試料 No.4 ～ 93）、玄室 219 試料（試

料 No.94 ～ 312）である（Tab.2）。対象とした礫の長径をデジタルノギス（新潟精機株式会社 / 

DT-200）を用いて計測した結果、前庭３試料は 164.69 ～ 241.84 mm（平均値 ± 1 σ = 207.51 ± 

39.27 mm）、羨道 90 試料は 28.19 ～ 228.92 mm（平均値 ± 1 σ = 72.76 ± 39.92 mm）、玄室 219 試料

は 25.64 ～ 181.31 mm（平均値 ± 1 σ = 70.90 ± 31.92 mm）の範囲内であった（Tab.2）。また採取し

た礫の質量を電子天秤（2000g 未満：A&D / GX-2000、2000g 以上：Shimadzu / ELB12K）を用いて計

測した結果、前庭３試料は 1379 ～ 5426 g（平均値 ± 1 σ = 3932 ± 2221 g）、羨道 90 試料は 9.13 ～

3369 g（平均値 ± 1 σ = 228 ± 492 g）、玄室 219 試料は 6.17 ～ 1461 g（平均値 ± 1 σ = 197 ± 291 g）

の範囲内であった。Russel and Taylor (1937)、Krumbein (1941) 及び Pettijohn (1975) に基づき、礫 312

試料の円磨の程度を調べた結果、円礫 219 試料（約 70.2%）、亜円礫 80 試料（約 25.6%）、角礫 13

試料（約 4.2%）であった。対象試料中には風化を受けているものが多数認められたが、何れも岩

石鑑定に支障をきたす程度には至っていなかった。

（２）方　法

　採取した試料に付着した泥を水で洗浄した。その後、肉眼及びルーペを用いて試料を構成する粒

度、鉱物及び組織（塊状、層状、等粒状、斑状、片状、片麻状など）を基に鑑定した。

（３）結　果

　鑑定した結果を Tab.2 に示す。対象とした礫 312 試料の内訳は、堆積岩 270 試料（約 86.5%）、変

成岩 23 試料（約 7.4%）、火成岩８試料（約 2.6%）、その他 11 試料（約 3.5%）であった。

　堆積岩 270 試料の内訳は、砂岩 244 試料（約 90.4%）、チャート 22 試料（約 8.1%）、礫岩３試料（約

1.1%）、凝灰岩１試料（約 0.4%）であった。変成岩 23 試料の内訳は、片麻岩 10 試料（約 43.5%）、

混成岩（ミグマタイト）５試料（約 21.7%）、片岩４試料（約 17.4%）、圧砕岩（マイロナイト）３

試料（約 13.0%）、千枚岩１試料（約 4.3%）であった。火成岩８試料は、全て花崗岩であった。そ

の他 11 試料は、全て石英脈であった。

　床面に用いられた調査対象石材の一部（試料 No.4、12、29、46、48、100、114、137、157、184、

269、275）を Fig.39 に示す。尚、図中の番号は Tab.2 の試料 No. に対応している。採取した試料の

中には試料 No.12（花崗岩）及び試料 No.269（砂岩）のように風化により凹凸を呈したものがあった。

試料 No. 構成場所 岩石種 試料 No. 構成場所 岩石種 試料 No. 構成場所 岩石種 試料 No. 構成場所 岩石種

1 奥壁（玄室） チャート 12 側壁（玄室） チャート 23 側壁（羨道） チャート 34 側壁（玄室） チャート

2 奥壁（玄室） チャート 13 側壁（玄室） チャート 24 側壁（羨道） チャート 35 側壁（立柱石） チャート

3 天井（玄室） チャート 14 側壁（玄室） チャート 25 側壁（前庭） チャート 36 側壁（羨道） チャート

4 天井（玄室） チャート 15 側壁（玄室） チャート 26 側壁（前庭） チャート 37 側壁（羨道） チャート

5 天井（玄室） チャート 16 側壁（玄室） 砂岩 27 側壁（前庭） チャート 38 側壁（羨道） チャート

6 天井（玄室） チャート 17 側壁（玄室） チャート 28 側壁（玄室） チャート 39 側壁（羨道） チャート

7 天井（玄室） チャート 18 側壁（立柱石） チャート 29 側壁（玄室） チャート 40 側壁（羨道） チャート

8 天井（玄室） チャート 19 側壁（羨道） チャート 30 側壁（玄室） チャート 41 側壁（立柱石） チャート

9 側壁（玄室） チャート 20 側壁（羨道） チャート 31 側壁（玄室） チャート 42 側壁（前庭） チャート

10 側壁（玄室） チャート 21 側壁（羨道） チャート 32 側壁（玄室） チャート 43 側壁（前庭） チャート

11 側壁（玄室） チャート 22 側壁（羨道） チャート 33 側壁（玄室） チャート 44 側壁（前庭） チャート

Tab.1　壁面及び天井面に用いられた調査対象石材（試料 No.1 ～ 44）の岩石種
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試料 
No.

出土 
場所

長径 
(mm) 

岩石種
試料 
No.

出土 
場所

長径 
(mm) 

岩石種
試料 
No.

出土 
場所

長径 
(mm) 

岩石種
試料 
No.

出土 
場所

長径 
(mm) 

岩石種

1 前庭 241.84 混成岩 79 羨道 44.54 砂岩 157 玄室 83.29 礫岩 235 玄室 54.28 チャート

2 前庭 216.00 混成岩 80 羨道 43.49 砂岩 158 玄室 83.08 砂岩 236 玄室 53.98 砂岩

3 前庭 164.69 砂岩 81 羨道 43.43 砂岩 159 玄室 81.37 花崗岩 237 玄室 53.85 砂岩

4 羨道 228.92 チャート 82 羨道 43.16 砂岩 160 玄室 79.61 砂質片麻岩 238 玄室 53.61 チャート

5 羨道 220.81 チャート 83 羨道 42.34 砂岩 161 玄室 79.55 砂岩 239 玄室 53.00 砂岩

6 羨道 210.42 砂岩 84 羨道 42.13 砂質片麻岩 162 玄室 79.23 砂岩 240 玄室 51.83 チャート

7 羨道 206.67 砂岩 85 羨道 40.93 砂岩 163 玄室 79.20 砂岩 241 玄室 51.70 チャート

8 羨道 144.77 砂岩 86 羨道 40.65 砂質片麻岩 164 玄室 79.15 砂岩 242 玄室 51.16 石英片岩

9 羨道 129.19 砂岩 87 羨道 38.87 砂岩 165 玄室 79.00 砂岩 243 玄室 50.66 砂岩

10 羨道 128.26 砂岩 88 羨道 37.44 砂岩 166 玄室 78.86 砂岩 244 玄室 50.33 砂岩

11 羨道 119.61 砂岩 89 羨道 35.24 砂岩 167 玄室 77.97 花崗岩 245 玄室 50.02 砂岩

12 羨道 119.15 花崗岩 90 羨道 32.38 砂岩 168 玄室 76.77 礫岩 246 玄室 49.12 花崗岩

13 羨道 116.12 砂岩 91 羨道 32.18 砂岩 169 玄室 76.50 砂岩 247 玄室 48.88 砂岩

14 羨道 114.03 混成岩 92 羨道 31.97 砂岩 170 玄室 76.39 砂岩 248 玄室 48.82 石英脈

15 羨道 104.18 砂岩 93 羨道 28.19 チャート 171 玄室 75.06 砂岩 249 玄室 48.75 砂岩

16 羨道 100.37 砂岩 94 玄室 181.31 砂岩 172 玄室 74.97 砂岩 250 玄室 48.54 砂岩

17 羨道 98.77 砂岩 95 玄室 176.30 砂岩 173 玄室 74.50 砂岩 251 玄室 48.36 砂岩

18 羨道 97.83 砂岩 96 玄室 168.70 砂岩 174 玄室 74.41 砂岩 252 玄室 48.10 砂岩

19 羨道 97.54 砂岩 97 玄室 164.29 砂岩 175 玄室 74.36 砂岩 253 玄室 48.06 チャート

20 羨道 95.67 混成岩 98 玄室 162.33 砂岩 176 玄室 74.03 砂岩 254 玄室 47.94 砂岩

21 羨道 95.35 砂岩 99 玄室 153.70 砂岩 177 玄室 73.89 砂岩 255 玄室 47.66 砂質片麻岩

22 羨道 93.82 砂岩 100 玄室 152.36 花崗岩質圧砕岩 178 玄室 73.26 砂岩 256 玄室 46.93 砂岩

23 羨道 90.90 チャート 101 玄室 147.23 砂岩 179 玄室 73.23 砂岩 257 玄室 46.87 砂岩

24 羨道 90.20 砂岩 102 玄室 145.71 石英脈 180 玄室 72.04 砂岩 258 玄室 46.73 砂岩

25 羨道 89.32 石英脈 103 玄室 145.02 砂岩 181 玄室 70.93 砂岩 259 玄室 46.72 石英脈

26 羨道 79.97 砂岩 104 玄室 138.67 砂岩 182 玄室 70.06 砂岩 260 玄室 46.03 礫岩

27 羨道 78.97 砂岩 105 玄室 130.90 砂岩 183 玄室 69.43 砂質片麻岩 261 玄室 45.94 砂岩

28 羨道 78.57 砂岩 106 玄室 128.70 砂岩 184 玄室 69.40 石英片岩 262 玄室 45.46 砂岩

29 羨道 78.28 砂岩 107 玄室 128.50 砂岩 185 玄室 68.37 砂岩 263 玄室 45.34 砂岩

30 羨道 76.07 砂岩 108 玄室 128.28 砂岩 186 玄室 67.71 砂岩 264 玄室 45.06 砂岩

31 羨道 75.83 砂岩 109 玄室 126.41 砂岩 187 玄室 67.36 砂岩 265 玄室 44.94 砂岩

32 羨道 74.36 砂岩 110 玄室 125.17 砂岩 188 玄室 67.29 砂岩 266 玄室 44.89 砂岩

33 羨道 74.10 砂岩 111 玄室 122.81 砂岩 189 玄室 67.12 砂岩 267 玄室 44.69 砂岩

34 羨道 73.75 砂岩 112 玄室 122.61 砂岩 190 玄室 67.05 砂岩 268 玄室 44.01 砂岩

35 羨道 71.83 砂岩 113 玄室 122.41 砂岩 191 玄室 66.29 砂岩 269 玄室 43.46 砂岩

36 羨道 71.66 花崗岩 114 玄室 122.37 混成岩 192 玄室 65.80 砂岩 270 玄室 43.17 砂岩

37 羨道 70.47 砂岩 115 玄室 118.73 砂岩 193 玄室 65.44 砂岩 271 玄室 41.69 砂岩

38 羨道 69.43 砂岩 116 玄室 115.16 砂岩 194 玄室 65.37 砂岩 272 玄室 41.44 砂岩

39 羨道 69.30 砂岩 117 玄室 113.85 砂岩 195 玄室 65.28 砂岩 273 玄室 41.19 砂岩

40 羨道 69.00 砂岩 118 玄室 112.19 砂質片麻岩 196 玄室 65.15 砂岩 274 玄室 41.18 砂岩

41 羨道 68.45 砂岩 119 玄室 110.58 砂岩 197 玄室 64.88 砂岩 275 玄室 41.02 石英脈

42 羨道 67.16 砂岩 120 玄室 109.50 砂岩 198 玄室 64.88 砂岩 276 玄室 40.99 砂岩

43 羨道 66.73 砂岩 121 玄室 107.93 石英脈 199 玄室 64.64 石英脈 277 玄室 40.00 砂岩

44 羨道 65.51 チャート 122 玄室 106.42 砂岩 200 玄室 64.42 砂岩 278 玄室 39.76 チャート

45 羨道 64.69 チャート 123 玄室 106.11 砂岩 201 玄室 64.38 砂岩 279 玄室 39.60 砂岩

46 羨道 64.09 砂質片麻岩 124 玄室 104.74 砂岩 202 玄室 64.30 花崗岩 280 玄室 39.56 砂岩

47 羨道 63.70 砂岩 125 玄室 104.10 砂岩 203 玄室 63.42 砂岩 281 玄室 39.53 砂岩

48 羨道 63.60 砂泥質千枚岩 126 玄室 103.77 砂岩 204 玄室 62.70 砂岩 282 玄室 39.51 チャート

49 羨道 60.62 砂岩 127 玄室 101.47 砂岩 205 玄室 62.44 石英片岩 283 玄室 39.50 砂岩

50 羨道 60.59 砂岩 128 玄室 101.17 砂岩 206 玄室 62.21 砂岩 284 玄室 39.33 砂岩

51 羨道 59.85 砂岩 129 玄室 98.76 砂岩 207 玄室 62.17 砂岩 285 玄室 39.28 砂岩

52 羨道 59.13 砂岩 130 玄室 98.43 花崗岩質圧砕岩 208 玄室 61.95 砂岩 286 玄室 39.09 砂岩

53 羨道 59.03 砂岩 131 玄室 97.70 砂岩 209 玄室 61.15 石英脈 287 玄室 39.08 砂岩

54 羨道 58.15 砂岩 132 玄室 96.58 砂岩 210 玄室 60.98 砂岩 288 玄室 38.62 砂岩

55 羨道 57.77 砂岩 133 玄室 96.54 砂岩 211 玄室 60.08 砂岩 289 玄室 38.50 砂岩

56 羨道 56.60 チャート 134 玄室 96.23 砂岩 212 玄室 59.69 砂岩 290 玄室 38.20 チャート

57 羨道 56.07 砂岩 135 玄室 95.47 砂岩 213 玄室 59.62 砂岩 291 玄室 37.87 砂岩

58 羨道 54.14 砂岩 136 玄室 95.39 砂岩 214 玄室 59.31 砂岩 292 玄室 37.59 チャート

59 羨道 53.13 砂岩 137 玄室 94.83 凝灰岩 215 玄室 59.14 砂岩 293 玄室 37.48 砂岩

60 羨道 52.74 砂岩 138 玄室 94.14 チャート 216 玄室 59.06 石英片岩 294 玄室 37.37 チャート

61 羨道 51.64 砂岩 139 玄室 93.76 砂岩 217 玄室 58.78 砂岩 295 玄室 37.00 砂岩

62 羨道 51.34 砂岩 140 玄室 93.29 砂岩 218 玄室 58.56 砂岩 296 玄室 37.00 石英脈

63 羨道 49.93 砂岩 141 玄室 91.98 チャート 219 玄室 57.72 砂岩 297 玄室 36.73 砂岩

64 羨道 49.89 砂岩 142 玄室 91.96 砂岩 220 玄室 57.42 砂岩 298 玄室 35.55 砂岩

65 羨道 49.60 砂岩 143 玄室 90.61 砂岩 221 玄室 57.22 砂岩 299 玄室 35.33 砂岩

66 羨道 48.87 砂岩 144 玄室 89.89 砂岩 222 玄室 56.86 砂岩 300 玄室 35.18 砂岩

67 羨道 48.56 砂岩 145 玄室 88.15 砂質片麻岩 223 玄室 56.77 砂岩 301 玄室 35.04 石英脈

68 羨道 48.14 砂岩 146 玄室 88.01 チャート 224 玄室 56.71 砂岩 302 玄室 34.09 砂質片麻岩

69 羨道 46.55 砂岩 147 玄室 87.87 砂岩 225 玄室 56.51 砂岩 303 玄室 33.55 砂岩

70 羨道 46.43 砂岩 148 玄室 87.55 砂岩 226 玄室 56.36 砂岩 304 玄室 33.25 砂岩

71 羨道 46.19 砂岩 149 玄室 86.99 砂岩 227 玄室 56.26 チャート 305 玄室 33.18 砂岩

72 羨道 46.12 砂岩 150 玄室 86.33 砂岩 228 玄室 55.99 砂質片麻岩 306 玄室 32.26 花崗岩

73 羨道 45.72 砂質圧砕岩 151 玄室 85.90 砂岩 229 玄室 55.46 砂岩 307 玄室 31.93 砂岩

74 羨道 45.65 砂岩 152 玄室 85.72 砂岩 230 玄室 55.37 砂岩 308 玄室 31.66 花崗岩

75 羨道 45.60 砂岩 153 玄室 84.95 砂岩 231 玄室 55.11 砂岩 309 玄室 30.81 砂岩

76 羨道 45.29 砂岩 154 玄室 84.48 砂岩 232 玄室 54.88 砂岩 310 玄室 30.76 砂岩

77 羨道 45.16 砂岩 155 玄室 83.98 砂岩 233 玄室 54.58 砂岩 311 玄室 29.91 砂岩

78 羨道 45.09 砂岩 156 玄室 83.79 チャート 234 玄室 54.34 砂岩 312 玄室 25.64 石英脈

Tab.2　床面に用いられた調査対象石材（試料 No.1 ～ 312）の岩石種Tab.1　壁面及び天井面に用いられた調査対象石材（試料 No.1 ～ 44）の岩石種
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4　チャート（長径 228.92mm）

46　砂質片麻岩（長径 64.09mm） 48　砂泥質千枚岩（長径 63.60mm）

157　礫岩（長径 83.29mm）

12　花崗岩（長径 119.15mm）

100　花崗岩質圧砕岩（長径 152.36mm）

184　石英片岩（長径 69.40mm）

29　砂岩（長径 78.28mm）

114　混成岩（長径 122.37mm） 137　凝灰岩（長径 94.83mm）

269　砂岩（長径 43.46mm） 275　石英脈（長径 41.02mm）

Fig.39　床面に用いられた調査対象石材の一部（図中の番号は Tab.2 の試料 No. に対応）
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第４章　後　論

１　石ノ塔古墳の評価

（１）墳丘の復元と石室の概要

　墳丘の復元　本古墳の墳丘裾部は全周にわたって撹乱を受けて削平されており、また、墳丘も完

全な形をとどめてはいなかった。調査前の墳丘は、平面形が長辺 10 ｍ前後、短辺約 8 ｍの長方形

を呈し、高さは 1.9 ｍで、調査時に確認された墳丘断面では、裾部以外でも特に東側で表面が削られ、

頂部も若干削平されているらしいことが読み取れた。そのため、墳丘規模の復元は石室と周溝・墓

道の位置関係をもとにした。

　Fig.40 は、玄室中央から東西周溝の内縁までの距離と、前庭―墓道の距離から推定した墳丘推定
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36.0m

35.9m
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16.5m

5m0
1:150

Fig.40　墳丘復元図

Fig.39　床面に用いられた調査対象石材の一部（図中の番号は Tab.2 の試料 No. に対応）
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図である。この図では、墳形を円墳と想定し、玄室中央を中心としている。推定直径は 16.5 ｍで

ある。墳丘頂部は、土層断面と検出時の状況から構築時から若干削平されたものと考え、標高値で

約 38.8 ｍ、西側墳丘端からの高さは約 2.45 ｍと推定した。

　石室の概要　本古墳の石室は全長 7.40 ｍ、最大幅 1.27 ｍ、最大高 1.80 ｍを測る擬似両袖式石室

である。玄室には若干胴張りが認められ、天井は奥壁から玄門方向へアーチ形を呈する。まぐさ石

は確認されなかった。玄門、羨門に立柱石を配した羨門区画形で、側壁は小形割石の横積み、奥壁

は鏡石を用いた２段積みである。

　本古墳と同じ擬似両袖式石室を持つ古墳は、浜名湖周辺では、北区三ヶ日町都筑の愛宕平古墳、

同じく三ヶ日町釣の釣古墳群の西山古墳（釣 12 号墳）、同区引佐町井伊谷の城山２号墳、同町正楽

寺の白山１号墳、細江町小野の高辺１号墳、都田町の見徳３号墳、西区舘山寺町の弘法穴古墳、同

区雄踏町宇布見の白山神社古墳、大平台の大平古墳群、大平北古墳群、前山古墳群、作原古墳群、

浦前古墳群、中区蜆塚の蜆塚３号墳等がある（静岡県考古学会 2003）。本古墳の石室と対比できる

石室として、西山古墳（釣 12 号墳）、愛宕平古墳、見徳３号墳を図示した。前二者は玄門区角形で

あり、見徳３号墳は本古墳と同系列の羨門区画形である。玄室の平面形は４基ともに胴張りである

が、本古墳が最も張りが弱い。玄室、羨道部それぞれの長さは愛宕平古墳が最も長く、本古墳がそ

れに次ぐ。なお、西山古墳と見徳３号墳の玄室長はほとんど等しく、全長も 0.3 ｍ程の違いである。

本古墳の石室残存長は 7.4 ｍであるが、仮に前項で復元した開口部まで完存したとすると 8 ｍを超

え、8.3 ｍの見徳３号墳より大きくなるかもしれない。石材、および積み方は各古墳ともに割石の

横積みで、石材の大小以外に有意の差異はないようにみえる。奥壁に鏡石を用いる点は４基で共通

である。

　構築時期は、本古墳以外の３基では西山古墳が最も古く、Ⅲ期後葉と推定されている。これに後

続するのが愛宕平古墳で、Ⅲ期後葉～末葉、羨門区画形の見徳３号墳はⅢ期末葉の構築とみられて

いる。擬似両袖式石室を含む三河系石室は、西から東へある程度の時間をもって小古墳の石室とし

て受容されてゆく「漸進的伝播」として受容プロセスが考察されている（鈴木 2003）。三河に近い

浜名湖～東遠江では平面形における胴張りと弧状の天井が顕著であり、より東方の受容時期が降る

志太、静清平野地域では胴張りが弱く、天井は平らになる傾向が認められる。これに従うと、本古

墳石室は天井が弧状を呈する点は東遠江以西の特徴を示しているのに対し、石室平面形は胴張りが

弱く、東方でみられる形態に近い。平面形の違いが構築時期の違いを示すものであれば、本古墳の

石室は見徳３号墳より新しい時期とみることもできる。

（２）遺物からみた本古墳の築造時期

　本古墳からの出土遺物は、墓道・周溝出土の遺物群と羨道出土の一群に分けられる。前者のうち

坏蓋は径 8.9 ～ 10.0cm で天井部にケズリ調整を施した類が主体である。つまみ付き蓋も少数含ま

れる。坏身は平底で底部にケズリ調整を施す。かえりは全体に小さく、器径は 10.0 ～ 10.9cm である。

また、残存のよい平瓶があり、長く伸びた口縁とやや深い胴部、平底が特徴である。高坏の中には

口縁が短く外反し、坏部に稜、脚部に横線を巡らしたものが含まれる。これらは全体的には遠江編

年Ⅳ期前半頃に比定できるが、坏身でかえりが特に小さく小径のものはⅣ期後半に降る可能性があ

る。

　羨道出土の遺物は、出土状況から同時に使用されたとみられる一括資料で、前章の中で述べたよ

うに、Ⅳ期前半を中心とする時期のものである。このうちの蓋は、同様の蓋が千人塚平 C20 号墳
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Fig.41　石室対比図
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石室から出土し（浜市博 1998）やはり短頸壺と共伴している。同報告書ではⅣ期後半とされている。

本古墳で蓋と共伴した短頸壺はいずれもⅣ期前半頃を前後する時期のもので、中葉以降には降らな

いとみられる。脚付椀もおそらく同時期のものであろう。一方で土師器椀は、愛知県渥美町の藤原

８号墳出土遺物に近いものがみられ、Ⅲ期後葉に比定されている。

　本古墳は、石室から出土した耳環が２組あることから追葬が行われたことはほぼ確実である。周

溝・墓道出土遺物のうち新しい時期のものは追葬時のものとして、羨道に残された遺物の時期、加

えて周溝・墓道出土遺物で量的に最も豊富なⅣ期前半頃、７世紀前葉の一群を初葬に伴う副葬品と

して、本古墳の構築年代を示す遺物として考えたい。前項で示した、石室構築がⅢ期末葉以降と考

えられることとも矛盾しない。周溝・墓道で時期が違う遺物が混在して出土したことについては、

本来石室や前庭にあった器類を後世周溝・墓道に廃棄したためと推定する。

（３）鉄鏃について

　本古墳石室内から出土した鉄鏃は、判別できたものを計上すると総数 59 点分である。埋葬以後

に散逸したものを想定すると、少なくとも 60 本以上の鉄鏃が副葬されたとみてよいであろう。内

訳は、平根式 11 点、尖根式 36 点、種別不明 12 点である。平根式は鏃身不明が１点、三角形鏃が

10 点である。タイプが判別できるものは全て三角形鏃であった。腸抉をもつものと不明瞭、もし

くはもたないものの２タイプがあるが、全体的な形態は似通っている。尖根式は、鏃身不明が 19 点、

片刃箭鏃（鏃身片関）が４点、片刃箭鏃（鏃身無関）が４点、柳葉鏃が不確実も含めて４点、鑿箭

鏃が２点、小形三角形鏃が３点である。原分古墳（静文研 2008）等でみられるような、尖根式多量、

平根式少量の構成は本古墳でも当てはまるが、本古墳では平根式の斉一性の高さが注目される。平

石ノ塔古墳羨道出土遺物

千人塚平 C20 号墳出土遺物

藤原 8号墳出土遺物

20cm0
1:4

Fig.42　羨道出土遺物と類似資料

50

１　石ノ塔古墳の評価



根式三角形鏃の中で全長が計測できる３点は、最小 11.8cm ～最大 12.3cm と 5mm 以内の違いに収

まり、鏃身幅も計測できる７点がいずれも 2.6 ～ 2.8cm に収まるなど、形状以外でも規格性が高く、

近い時期・近い地域で製作されたことが類推される。これに対して、尖根式は判別できる限りでは

同タイプは数本ずつしか確認できず、数量的に主体となるタイプは同定できなかった。複数の鏃が

癒着した資料をみても異なるタイプのものが混在しており、埋葬時から複数のタイプを同列に扱っ

ていたことが窺える。この多様さは複数の製作地から供給されたことに加え、製作時期の違いにも

よると考えることができる。片刃箭鏃では、鏃身部片関のものと無関のものの間には時期差がある

とみられ、新しいタイプが追葬時に副葬された可能性は十分に考え得るものの、出土位置や出土状

態で両者を分けることはできなかった。

（４）古墳の総体的評価

　石ノ塔古墳は平坦で広い台地の一角に構築され、現在は単独で存在する古墳である。墳丘は円墳

で規模は推定直径 16.5 ｍ、石室は推定 8 ｍ以上である。構築・初葬はⅣ期前半（７世紀前葉）頃

と推定され、少なくとも１回は追葬が行われている。副葬品は短刀・鉄鏃・器類で、装飾品や特殊

なものは少ないが、総量は多いと言える。初葬時に副葬されたと思われる器類は、坏蓋・坏身のほ

か瓶・高坏・壺類が比較的多く含まれる。以上のことから、石ノ塔古墳は質的・量的に群集墳を構

成する家族墓的な小形古墳とは一線を画した内容をもち、被葬者は６～７世紀に台地周辺に展開し

た集落の首長層と位置付けられよう。

平根式 尖根式

10cm0
1:2

10cm0
1:2

Fig.43　出土した主たる鉄鏃
Fig.42　羨道出土遺物と類似資料
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第５章　総　括

　今回の発掘調査の結果、石ノ塔古墳が古墳時代後期に築造された横穴式石室を埋葬施設とする円

墳であることが明らかとなった。石室の形態は擬似両袖式であり、在地系の石室の特徴を示すもの

であったが、さいごに今回の調査成果について分析や後論の内容を踏まえながら要約するととも

に、今後の展望と課題を示して総括としたい。

１　発掘調査の成果

（１）検出遺構

　石ノ塔古墳は、墳丘外周を後世の開墾等により削平を受けていたが、幅 1.5 ｍ前後の周溝に囲ま

れた推定直径 16.5 ｍの円墳であることを確認した。埋葬施設は、推定全長 8 ｍ以上の擬似両袖式

石室であり、玄門及び羨門に立柱石を配した複室構造である。

　墳丘は土層断面の観察から１次墳丘と２次墳丘に区分することができ、墓壙を取り囲むように構

築された区画帯も明瞭に確認することができた。１次墳丘は性質の異なる土を交互に積み上げられ

ており、天井石の上面と墳丘の盛土状況から、１次墳丘の構築過程で天井が架構されたと考えられ

る。推定直径 16.5 ｍの墳丘規模は、市内の後期古墳が直径 10 ｍ前後の規模のものが圧倒的多数を

占める中で、傑出した規模と言える。近傍に他の古墳は認められず、単独立地で築かれている点も

特徴の一つと言える。

　横穴式石室は、開口部付近が墳丘とともに削平されていたため、本来の規模は不明瞭であるが、

残存長 7.40 ｍ、最大幅 1.25 ｍの擬似両袖式石室である。玄門部と羨門部にそれぞれ立柱石を配し

ており、平面形はわずかにではあるが胴張形を呈する。奥壁は大型の石材を２枚用いて構築されて

おり、天井は開口部から羨道部は失われていたものの、玄室部は良好に残存しており、石室の主軸

方向に対して弧を描く形状である。立柱石によって石室内を区分すること、２石で構成されてはい

るが、奥壁に大型の石材を用いること、天井の縦断面系が弧状を呈すること、玄門・羨門ともに立

柱石を有する複室構造であること、玄室がやや狭小ではあるものの平面形が胴張りを呈することな

ど、三河地方の矢作川流域で生成された「三河型石室」（岩原 2008）と共通した特徴を示している。

　市内においては、両袖式や片袖式など畿内の横穴式石室と共通した特徴をもつ古墳が少数存在す

るが、多くは在地系の石室であり三河型石室との強い共通性が認められる。三河において生成され

た石室構築技術が周辺地域に伝播したものと解釈されているが、石ノ塔古墳もこうした三河からの

技術伝播により構築された古墳と捉えられる。

（２）出土遺物

　遺物は、石室内から土器や金属製品が出土したほか、周溝・墓道から土器が出土した。土器は須

恵器と土師器、金属製品は武器や装飾品である。

　石室内の出土遺物は、玄室と羨道から出土したものに分けられるが、玄室内の出土品は短刀や鉄

鏃、耳環などの金属施品が多く、土器は破片がわずかに出土したのみであった。これに対し羨道内

の出土品は土器が中心であり、羨門付近からほぼ現位置を保った状態で出土した。

　玄室内から出土した耳環は、２点ずつ２組が存在し、相互の出土位置が離れていたことや、短刀
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や鉄鏃などの武器類が玄室隅にまとめら

れていた状況から、少なくとも１回は追

葬が行われたと考えられるが、床面の状

態などから明確に初葬段階と追葬段階を

区分することはできなかった。

　出土した鉄鏃について、判別できたも

のだけで 59 点分が確認できた。鏃身部の

形態は平根式と尖根式があり、平根式は

三角形鏃が主体で高い斉一性が認められ

たのに対し、尖根式は複数の形態が認め

られた。

　出土した土器の特徴などから、石ノ塔

古墳の築造時期はⅣ期前半（７世紀前葉）

と考えられ、墳丘規模や立地、豊富な鉄

製武器類の副葬などから、群集墳の被葬

者と比較して階層的に優位にある者が想

定される。

２　今後の展望と課題

　今回の石ノ塔古墳の調査においては、

遺存状態の良好な横穴式石室を検出する

ことができた。市内においてはこれまで

に多数の横穴式石室を伴う古墳を調査し

ているが、後世の開墾等により墳丘・石

室ともに著しく削平され、天井部分まで

遺存していた事例は極めて乏しいことか

ら、古墳の構築過程を考察するうえで得

られた情報は多いと言える。本報告にあたって石室の使用石材の分析を行ったが、今回の報告にお

いては、岩石鑑定結果の提示に留めたことから、今後具体的な石材の入手先についてより広域的な

視点で分析が必要と考えられる。

　石ノ塔古墳の被葬者像については、前述のように古墳の規模や副葬品の組成から、群集墳の被葬

者より階層的に優位にある者が想定されるが、浜名湖東岸地域においては、古墳のみならず当該期

の集落遺跡の調査事例も乏しいことから、被葬者の具体像の考察については今後の調査事例の蓄積

を待ちつつ課題としたい。

　また、今回の調査成果から、石ノ塔古墳の横穴式石室が三河地方との共通した特徴をもつもので

あることが明らかとなったが、都田川流域を含む浜名湖の沿岸地域においては、三河型石室が在地

での変容を大きく受けず、生成地である矢作川流域との共通性をうかがうことができる古墳が複数

存在する。三河から遠江への石室構築技術の伝播がどのような過程と経路を経て行われたか、浜名

湖を介した地域間交流も考慮しながら検討が必要と言える。
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出土遺物観察表

凡例

「残存率」　全体における残存している割合を %（10% きざみ）で示す

「反」　反転して図化したもの

大きさの単位は「cm」　　重量の単位は「g」

「色調」は『標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修）に準拠している



出土遺物観察表（１）

Fig. 番号 取上番号 区 遺構 /層位 種別 細別 残存 反転
器径
（長）

器高
（幅）

口径
（厚）

底径
（重量）

色調 胎土 焼成 備考

24 1 158 羨道床面 須恵器 蓋 完形品 8.7 2.4 5.0 
外面：灰黄
内面：灰白

密 良
乳頭状つまみ
天井部回転ヘラケズリ

24 2 161 羨道床面 須恵器 短頸壺 90 8.5 4.8 7.6 3.9 
外面：灰黄
内面：浅黄

密 良
底面ヘラ記号「X」
底部回転ヘラケズリ

24 3 159 羨道床面 須恵器 短頸壺 90 9.7 5.3 8.9 3.1 
外面：灰
内面：灰

密 良
底面ヘラ記号「X」
底部回転ヘラケズリ

24 4 157・160・204 羨道床面 須恵器 短頸壺 90 10.3 4.5 9.3 3.4 
外面：灰白
内面：灰白

密 良
底面ヘラ記号
底部回転ヘラケズリ

24 5 151 羨道床面 須恵器 脚付椀 完形品 12.6 11.0 8.9 
外面：灰黄
内面：灰黄

密 良 内外面自然釉

24 6 162 羨道床面 土師器 椀 完形品 9.2 5.5 8.5 2.6 
外面：浅黄橙
内面：黄橙

やや密 良
内外面摩耗
外面刷毛目？

24 7 152 羨道床面 灰釉陶器 椀 完形品 12.7 4.0 12.4 6.5 
外面：にぶい黄橙
内面：にぶい黄橙

密 良
底部糸切
施釉漬け掛け

25 8 163 1a 玄室床面 金属製品 耳環 完形品 ― 1.7 1.8 0.4× 0.55 4.1 ― ― ―

25 9 197 2a 玄室床面 金属製品 耳環 完形品 ― 1.8 1.9 0.4× 0.55 4.4 ― ― ―

25 10 202 5b 玄室床面 金属製品 耳環 完形品 ― 2.1 2.2 0.5 × 0.7 8.4 ― ― ―

25 11 203 2b 玄室床面 金属製品 耳環 完形品 ― 2.1 2.3 0.5× 0.75 8.8 ― ― ―

25 12 251 6b 一括 金属製品 両頭金具 完形品 ― 3.0 0.7 0.7 1.9 ― ― ―

25 13 268 5a 床下一括 金属製品 両頭金具 完形品 ― 2.8 0.6 0.7 2.4 ― ― ―

25 14 164・253 3a 玄室 金属製品 刀装具？ 10 ― 1.6 1.6 0.2 1.3 ― ― ―

25 15 167 2a 玄室 金属製品 短刀 90 ― 29.7 2.6 0.5 120.3 ― ― ― 鏃長さ 8.8 幅 0.5 厚 0.3

25 16 199 2b 玄室床面 金属製品 刀子 40 ― (6.1) 1.3 0.4 7.7 ― ― ― 茎幅 0.7

25 17 201 8 玄室床石内 金属製品 刀子 30 ― (5.5) 1.1 0.6 7.5 ― ― ―

25 18 164・253 2a
石室 3a 区 

床面
金属製品 刀子 90 ― (15.2) 1.6 0.6 30.5 ― ― ― 茎幅 0.7 ～ 1.3

25 19 192・193 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 完形品 ― (11.8) 2.6 (4.6) 11.6 ― ― ―

25 20 171・248・255 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 完形品 ― 11.8 2.9 0.4 14.9 ― ― ― 茎幅 0.8

25 21 248 2a 一括 鉄製品 鉄鏃 90 ― (10.1) 2.6 0.4 10.8 ― ― ― 茎幅 0.8

25 22 186・187 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 90 ― (12.3) (2.6) 0.4 11.3 ― ― ―

25 23 194 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 30 ― (6.1) (2.3) 0.4 5.8 ― ― ― 茎幅 0.8

25 24 195 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 60 ― (9.8) 2.8 0.3 8.9 ― ― ― 茎幅 0.8

25 25 248 2a 一括 鉄製品 鉄鏃 70 ― (7.6) 2.6 0.2 8.4 ― ― ―

25 26 252 2a 一括 鉄製品 鉄鏃 90 ― (9.6) 2.7 0.3 7.3 ― ― ―

25 27 185 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 10 ― (2.8) (1.5) (0.3) 2.3 ― ― ―

25 28 165 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 40 ― (6.7) 0.7 3.5 7.0 ― ― ― 茎幅 0.5

25 29 174 ～ 182 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃束 ― ― 13.1 4.4 ― 39.0 ― ― ―

26 30 170・248 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 完形品 ― 15.7 0.8 0.3 9.0 ― ― ― 関幅 0.9 茎厚 0.2 長 2.0

26 31 172・248 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 80 ― (13.5) 0.8 0.3 7.8 ― ― ― 茎幅 0.5

26 32 248 2a 一括 鉄製品 鉄鏃 60 ― (16.7) 0.5 0.3 8.1 ― ― ―

26 33 186・188・191 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 完形品 ― 16.8 1.0 3.0 8.6 ― ― ―

26 34 190・248・252 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 完形品 ― 14.9 0.7 0.3 9.4 ― ― ―

26 35 259 1a 床下一括 鉄製品 鉄鏃 50 ― (6.7) 0.9 0.3 4.1 ― ― ―

26 36 183 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 70 ― (14.6) 0.8 0.3 12.1 ― ― ―

26 37 262 4b 床下一括 鉄製品 鉄鏃 10 ― (2.6) 1.9 0.3 6.0 ― ― ―

26 38 262 4b 床下一括 鉄製品 鉄鏃 20 ― (3.1) 1.3 0.3 2.9 ― ― ―

26 39 195 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 20 ― (2.8) (1.6) 0.4 4.2 ― ― ―

26 40 248C 2a 一括 鉄製品 鉄鏃 20 ― (3.7) 0.9 0.2 2.1 ― ― ―

26 41 248L 2a 一括 鉄製品 鉄鏃 50 ― (7.2) 0.5 0.3 4.7 ― ― ―

26 42 173 2a 玄室床面 鉄製品 鉄鏃 60 ― (10.2) 0.6 0.4 4.2 ― ― ―

26 43 184 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 50 ― (9.3) 0.6 0.3 5.2 ― ― ― 茎幅 0.3
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出土遺物観察表（２）

Fig. 番号 取上番号 区 遺構 /層位 種別 細別 残存 反転
器径
（長）

器高
（幅）

口径
（厚）

底径
（重量）

色調 胎土 焼成 備考

26 44 198 1b 玄室床面 金属製品 鉄鏃 20 ― (6.8) 0.5 0.3 4.3 ― ― ― 茎幅 0.4

26 45 187 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃束 ― ― (15.3) ― ― 13.6 ― ― ― 鏃幅 0.5 厚 0.4

26 46 194 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃束 ― ― (13.3) 0.8 0.3 11.9 ― ― ― 頸幅 0.5 茎幅 0.5

26 47 168 2a 玄室 金属製品 鉄鏃束 ― ― (14.3) ― ― 23.9 ― ― ― 鏃幅 0.6 厚 0.3

26 48 189 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃束 ― ― (12.7) 0.5 0.3 10.9 ― ― ― 茎幅 0.4

26 49 174 ～ 182 2a 玄室床面 金属製品 鉄鏃 50 ― (6.4) (0.6) (0.3) 4.8 ― ― ―

26 50 200 7 玄室床石内 鉄製品 釘 完形品 ― 4.2 0.6 0.4 1.4 ― ― ―

26 51 269 5b 一括 鉄製品 釘 70 ― (3.0) 0.9 0.7 1.4 ― ― ―

26 52 256 5a 一括 鉄製品 釘 70 ― (2.6) 1.0 0.6 1.6 ― ― ―

26 53 271 3b 床下一括 鉄製品 釘 40 ― (1.4) 0.9 0.5 0.8 ― ― ―

26 54 164・253 3a 玄室 金属製品 釘 30 ― (1.8) 1.0 0.4 1.4 ― ― ― 頸長さ 0.8　幅 0.7　厚 0.3

26 55 269 5b 一括 鉄製品 釘 70 ― (2.6) 0.9 0.6 1.3 ― ― ―

31 56 104・135・244 墓道上層 須恵器 坏蓋 完形品 9.5 2.8 7.0 
外面：灰
内面：灰

密 良
つまみ径 2.1
天井部回転ヘラケズリ

31 57 136・244 墓道下層 須恵器 坏蓋 完形品 10.3 2.7 7.4 
外面：灰
内面：灰

密 良
つまみ径 1.7
天井部回転ヘラケズリ

31 58
95・96・118・

237・244
墓道上層・ 
下層・周溝

須恵器 坏蓋 80 9.6 3.5 9.2 
外面：灰
内面：灰

密 良 天井径 5.7

31 59 89・135
墓道上層・ 

下層
須恵器 坏蓋 90 9.9 3.7 9.4 

外面：灰
内面：灰

密 良
天井径 2.8
天井部回転ヘラケズリ

31 60 105・138・237
墓道上層・ 

下層
須恵器 坏蓋 50 反 (10.0) 3.7 (9.5)

外面：灰
内面：灰

密 良 天井径 5.3

31 61 134・244
墓道・ 
2 区周溝

須恵器 坏蓋 50 一部反 (10.0) 3.9 (9.8)
外面：灰黄
内面：灰白

密 良
天井径 3.0
天井部回転ヘラケズリ

31 62
130・131・

133・207・244
墓道上層・ 

下層
須恵器 坏蓋 70 10.0 3.7 9.9 

外面：灰
内面：灰

密 良
天井径 3.1
天井部ヘラ記号

31 63 137・244
墓道・ 
2 区周溝

須恵器 坏蓋 80 9.6 3.2 9.4 
外面：灰
内面：灰白

密 良
天井径 3.5
天井部回転ヘラケズリ

31 64
76・82・154・

245
墓道上層 須恵器 坏身 40 反 10.6 3.3 9.6 (4.0)

外面：灰
内面：灰

密 良 底部回転ヘラケズリ

31 65 205 墓道上層 須恵器 坏身 50 反 10.5 3.1 8.2 (3.6)
外面：灰
内面：灰白

密 良 底部回転ヘラケズリ

31 66
52・54・206・

208・244
墓道 須恵器 坏身 70 10.9 2.9 8.9 3.2 

外面：灰白
内面：灰白

密 良 底部回転ヘラケズリ

31 67
103・131・
243・244

墓道上層・ 
下層

須恵器 坏身 50 反 (10.7) (2.9) (8.6) (2.6)
外面：灰
内面：灰

密 良 底部回転ヘラケズリ

31 68 122・244 墓道下層 須恵器 坏身 40 反 (10.0) 3.0 (8.0) (2.6)
外面：灰
内面：灰

密 良 底部回転ヘラケズリ

31 69
142・154・

238・243・244
墓道・羨道・ 

撹乱
須恵器 坏身 70 一部反 10.0 3.1 7.9 (2.4)

外面：青灰
内面：灰白

密 やや良 底部回転ヘラケズリ

31 70
48・130・131・
133・225・244

墓道上層 須恵器 坏身 80 10.6 2.8 8.5 3.2 
外面：灰
内面：灰

密 良
底面手持ちヘラケズリ、底部
回転ヘラケズリ

31 71 244 2 周溝・墓道 須恵器 坏身 50 反 (10.4) 2.9 (8.4) (2.4)
外面：青灰
内面：灰白

密 良 底部回転ヘラケズリ

31 72 132・217・245
墳丘 2区表土 

・墓道
須恵器 坏身 80 8.9 3.4 8.6 

外面：灰
内面：灰

密 良
天井径 4.1
天井部回転ヘラケズリ

31 73
61・62・91・

97・244
2

墓道上層・ 
周溝

須恵器 高台付坏 30 反 (3.9) (10.0) 6.8 
外面：灰白
内面：灰白

密 良 底部回転ヘラ切

31 74
26・28・34・

56・216
墓道・周溝 

墳丘
須恵器 高坏 40 反 14.1 (16.0) (11.2)

外面：灰白
内面：灰白

密 良 透孔四角形２段２か所

31 75
3・46・47・
72・74・75

墓道上層・ 
周溝

須恵器 高坏 30 反 (9.7) (13.9)
外面：灰白
内面：灰白

密 良

31 76
15・16・18・
20・22・114

周溝上層 須恵器 高坏 60 11.7 (13.5) 10.0 
外面：灰黄
内面：灰黄

密 良

31 77
55・140・155・
238・243・244

墓道上層・ 
下層

須恵器 高坏 40 一部反 (11.5) (16.0)
外面：黄灰
内面：灰白

密 良

31 78

64・68・69・
70・71・73・
80・101・102・
209・225・244

2
墓道上層・ 

周溝
須恵器 平瓶 70 一部反 (15.0) 16.4 (5.3)

外面：にぶい黄橙
内面：にぶい黄橙

密 良
内外面自然釉
底部回転ヘラケズリ

31 79

23・27・32・
38・42・110・
125・215・
235・244

墓道・周溝・ 
墳丘

須恵器 平瓶 80 一部反 10.9 11.0 4.8 4.2 
外面：黄灰
内面：黄灰

密 良 底部回転ヘラケズリ

31 80 1・2 周溝 須恵器 平瓶 10 反 (8.0) (6.0)
外面：灰白
内面：灰黄

密 良

31 81
10・12・107・

123・223
周溝 須恵器 平瓶 30 一部反 (8.7) 8.8 

外面：黄灰
内面：灰黄

やや密 良

32 82 212・243 2 墓道 須恵器 壺蓋 40 一部反 9.7 (2.3) 7.3 
外面：灰白
内面：灰白

密 良 底部回転ヘラケズリ

32 83
60・65・66・
94・225・228

墓道・周溝 須恵器 長頸瓶 20 一部反 (7.2)
外面：褐灰
内面：褐灰

密 良

32 84
33・39・45・
111・215・

228・243・244

墓道・周溝・ 
墳丘

須恵器 長頸壺 20 12.2 (5.8)
外面：黄灰
内面：灰黄

密 良
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出土遺物観察表（３）

Fig. 番号 取上番号 区 遺構 /層位 種別 細別 残存 反転
器径
（長）

器高
（幅）

口径
（厚）

底径
（重量）

色調 胎土 焼成 備考

32 85
13・25・30・
243・244

墓道・周溝 須恵器 長頸瓶 20 反 (12.0) (6.5)
外面：灰黄
内面：灰黄

密 良 内外面自然釉

32 86

29・37・40・
41・44・127・
156・218・
235・244

墓道・墳丘 須恵器
台付 
長頸壺

40 16.2 (11.0) 9.4 
外面：にぶい黄橙

内面：灰白
密 良

底部回転ヘラケズリ
内外面自然釉

32 87
125・126・
128・215・
244・245

墓道 須恵器 短頸壺 40 14.8 (11.1)
外面：灰白
内面：灰黄

密 良
底部回転ヘラケズリ
平行叩き

32 88 45 墓道上層 須恵器 脚付瓶 30 一部反 (6.5) 9.5 
外面：灰白
内面：灰白

密 良
透孔四角形１段２か所
内面自然釉

32 89 124 周溝 須恵器 瓶か 10 以下 一部反 (2.1)
外面：灰白

内面：にぶい黄橙
密 良 底部回転ヘラケズリ

32 90
58・59・117・
217・243・
244・245

墓道 須恵器 甕 20 反 21.7 10.5 (14.0)
外面：灰黄
内面：灰白

密 良 内外面自然釉

32 91 6 周溝 土師器 甕 10 以下 反 (3.1) (15.0)
外面：にぶい橙
内面：にぶい黄橙

やや疎 良 内外面摩耗

32 92 84・211・218 周溝・墳丘 山茶碗 山茶碗 10 以下 反 (1.8) (7.5)
外面：にぶい黄橙
内面：にぶい黄橙

密 良

36 93 251 6b 石室 石器 石鏃 90 ― 2.0 1.5 0.3 0.7 ― ― ― 凹基無茎鏃、シルト岩

36 94 239 5b 石室 石器 打製石斧 完形品 ― 10.2 4.7 1.8 113.5 ― ― ― 短冊形、ホルンフェルス
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石ノ塔古墳遠景（北東から）

PL.1



１　表土除去後（南東から）

２　２次墳丘検出状況（南から）

PL.2



２　区画帯検出状況（北から）

１　１次墳丘検出状況（南から）

PL.3



３　墳丘東半部断面（南から）

１　墳丘断面 B-B’（南から）

２　墳丘西半部断面（南から）

PL.4



石室天井及び壁内面（奥壁側から）

PL.5



２　石室右壁検出状況（南東から）

１　玄室内部（羨道側から）

PL.6



２　石室床面検出状況（南から）

１　前庭～羨道右壁（南東から）

PL.7



２　玄室北東隅短刀・鉄鏃出土状況（南から）

１　羨道部遺物出土状況（北東から）

PL.8



２　墓壙完掘・旧地表土除去後（南から）

１　基底石・旧地表面検出状況（南東から）

PL.9



５　SP08・09 完掘状況（南から）４　SP07 完掘状況（南から）

３　SK04 完掘状況（南から）２　SK03 完掘状況（南から）

１　周溝・墓道完掘状況（東から）

PL.10



主要出土遺物

PL.11



１　石室（羨道）出土遺物

２　石室内出土主要金属製品

PL.12
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石室内出土土器
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石室内出土金属製品
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周溝・墓道出土主要土器
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6262 6363
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周溝・墓道出土土器（１）
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周溝・墓道出土土器（２）
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周溝・墓道出土土器（３）

PL.18
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